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はじめに

はいたい、ぐすーよー ちゅ一うがなびら。
沖縄県民の海外移住は 1899年のハワイ移民に始まり、20 世紀には多くのウチナーンチュが新天地を求

めて海を渡りました。今日では世界各地に約 42 万人の県系人がいると推計され、多くの方々が各分野で
活躍するとともに、沖縄と世界の架け橋として大きな役割を果たしております。

海邦養秀ネットワーク構築事業は、沖縄県内の 15 歳から 25 歳までの学生を海外の沖縄県人会ヘホー

ムステイ派遣し、海外県系人の雄飛の精神や国際感覚を学んでもらうともに、海外の同世代のウチナーン
チュとの友情を育むことなどを通して、将来のウチナーネットワークを発展させていくことを目的としていま
す。2007年のスタートから 2017年までに7か国 13 県人会へ 118 名の若者を派遣してきました。2018年は、
翌年に設立 ·1·10 周年を迎えるアメリカ合衆国カリフォルニア州北米沖縄県人会 (OM) の元へ大学生3名、
専門学校生：そ名、高校生5名、計10名の学生を派遣しました。

学屯達は［．見地プログラムの「ウチナーグチクラス」や「若者交流会」に参加し、遠く離れたアメリカで、県人
会という組綿を中心としながら、沖縄の文化や歴史が継承されていることに驚いていました。そして、北米
沖縄県人会が沖縄の心を持った人を「ウチナーンチュ アット ハート（心はウチナーンチュ）」と呼び、沖縄
にルーツを持たない方を会員として歓迎していることにも大変感銘を受けていました。また、県人会館が寄
付で出来たことや、ボランティア活動によって会館が運営されていることを知り、沖縄の「ゆいまーる精神」
の素晴らしさを改めて実感したようです。

県人会員の皆様の活発な活動に感動した一方で、沖縄で生活する学生達が沖縄の歴史や文化について
ほとんど知っていないことに気づかされ、現地でとても悔しい思いをしたという報告もありました。彼らは帰
国後、沖縄を発信するために様々な活動に取り組んでいます。今回の派遣報告会を自主的に実施したり、
三線を習い始めたりすることで、沖縄を見つめ直しています。

ホストファミリーの皆様には、本当の家族のように温かく、深い愛情を持って接していただきました。ホスト
ファミリーとの自由時間では、一緒に料理を作ったり、スポーツ観戦や博物館へ行ったりと、ホームステイプ
ログラムだからこそ深まる絆があったようです。

学生達が研修を通して得た経験や、北米沖縄県人会の方々と育んだ強い絆は、世代を越えてウチナー

ネットワークを発展させていくための礎となることでしょう。学生達は、本研修後に沖縄を訪れているウチナ
ーンチュ子弟の留学生や海外市町村研修生の若者と交流を図り、新たなネットワークの絆を深めています。
10 月 30 日には SNS を活用し「世界のウチナーンチュの日」を発信する取り組みも積極的に行っており、将
来のウチナーネットワークの担い手として活躍してくれるものと期待しています。

結びに、北米沖縄県人会神谷エドワード会長、OAA 海邦養秀ネットワーク構築事業受入実行委員会メン
バー及びホストファミリーの皆様を始め、本研修に御協力いただいたカリフォルニア及び沖縄の関係者の
皆様には、前途有望な沖縄の若者達に、次代のウチナーネットワークの発展に資する貴重な体験を与えて
いただいたことを心から感謝申し上げます。

いっペーにふえーで一びたん。Thank you very much. 

海邦養秀ネットワーク構築事業実行委員会

会長山城貴子

（沖縄県文化観光スポーツ部文化スポーツ統括監）
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参加者・事業担当者
参加者

． 比嘉修平
名桜大学4年次

新里航平
名桜大学1年次

． 
井上奈乃羽

名護高等学校1年

金城大耀 安田 慶之丞
専門学校日経ピジネス2年次 専門学校日経ビジネス2年次

瑞慶山姫菜
具志川高等学校3年

山川花音
沖縄尚学高等学校1年

＇

 
引率者 引率者 引率者

石橋亜紀子 小野英美 玉城槙也
沖縄県交流推進謀 沖縄県交流推進課 （株）Ill際旅行社

平敷雅
那覇国際高等学校2年

担当者

新里聡
（株）国際旅行社

e
·

 
大城里緒

沖縄国際大学1年次

金城明莉
向陽高等学校1年

担当者 担当者

置豊由看 永田書希
沖縄 NGOセンター 沖縄 NGO センター
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事業実施スケジュール

日程 内容 場所

4月11日（水） 参加者募集告知開始

5月20日（日） 参加者募集説明会 JICA沖縄多目的室

5月25日（金） 応募が切

5月28日（月） 参加者一 次選考会（書類選考） 沖縄県庁

~29日（火）

6月 7日（木） 参加者二次選考会（面接） 沖縄県庁

~8日（金）

6月11日（月） 参加者決定

7月 7日（土） 第1回事前研修 JICA沖縄セミナールー ム209

7月22日（日） 第2回事前研修Part.1 JICA沖縄多目的室

28日（土） 第2回事前研修Part.2 JICA沖縄 セミナ ールー ム311

8月 4日（土） 第3回事前研修 JICA沖縄多目的室

8月11日（土） 本研修 アメリカ合衆国カリフォルニア州

~20日（月） （北米沖縄県人会）

9月 1日（土） 事後研修 JICA沖縄 セミナ ールー ム311

10月 6日（土） 報告会 JICA沖縄多目的室

‘ 
I I I I 

ENSOn�.• 

WELCoME! 
ER\C 

4
 



事前研修
1 0 : 7  10:00~17:00 JICA ：：： ーレー 09 

1内容 ：（1 ）オリエンテーション（保護者出席）

(2) アイスブレイク・チ ームビルディング

(3) 課題発表「カリフォルニアについて」

(4) 移民学習（フォトランゲージ）

(5) 事業目的確認

2協力者：沖縄パンアメリカン連合会会長大山盛稔

金城小百合(201 6年度ウチナーンチュ子弟等留学生・県系2世）

． 

2 口 I Part1:7 22 9:00~17:30 JICA 、

,. 内容 ： （1）北米沖縄県人会・ホストファミリーとスカイプで挨拶

(2)北米沖縄県人会について

(3)海邦養秀OB·OG とのゆんたくタイム

(4) 課題発表「私のファミリーヒストリー」「地域の移民の歴史について」

• (5) 英語学習

2協力者：村田奈美恵(2018年度ウチナーンチュ子弟等留学生・県系4世）

金城小百合(2018年度ウチナーンチュ子弟等留学生・県系2世）

大城綾香 、 比嘉友梨子 、 比屋根愛海、 国吉優那 、 井上泉 、 田本彩華 、 城間美貫 、 島袋りおな

（海邦養秀過去参加者）

佐久田 マリア（浦添市南米移住者子弟研修生）
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2 口 Part2:7 Fl 28 8 (±)9:00~17 :30 (JICA・ ：：： ー レーム31 1

1内容： （1）チ ームビルディング ・ チームミー ティング

(2)JICA沖縄図書館見学

(3) 講座「沖縄の歴史と移民」

(4) 移民学習（移民カルタ）

2協力者：講座講師 山城彰子（琉球大学非常勤講師）

． ・
．： 
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第3回事前研修：8月4日（土）9：00~1 7:00 (JICA沖縄多目的室）

1. 内容 ：（1）課題発表「カリフォルニア研修での訪問先について」

(2) 英語学習

(3)沖縄県系人のみなさんとゆんた＜

(4) 「世界のウチナーンチュの日」を帰国後の活動内容にどのように取り入れていくか

(5) 決意宣言「カリフォルニアで大切 にしたい事」

(6) ホームス テイの注意事項 ・ 危機管理の確認について

2協力者：金城小百合(201 6年度ウチナーンチュ子弟等留学生・県系2世）

マイヤ ・ ゲスリング(2016年度ウチナーンチュ子弟等留学生・県系3世）

佐久田アンドレス 、 佐久田 マリア 、 マエサト サマンサアケミ（県内在住県系人）

ぃ
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本研修アメリカ合衆国カリフォルニア州派遣
期間： 8月 11 日（土）～ 8月 20 日 （月） 10 日間 （カリフォルニア滞在期間8日間）

日付 行程

AM 那 覇空港集合
那 覇発羽田へ
羽田空港着

1日目 PM 羽田発 ロサンゼルスへ
8 /11 （土） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  

AM ロサンゼルス国際空港着
北米 沖縄県人会 館にてオリエンテーション

t PM ウェルカムパー テ ィ

i： 
閑

l 
2日目

AM リトル ・ トーキョー 散策

8/12 （日）
全米日系人博物館 (JANM) 見学

PM 二世ウィー クパレー ド参加

3日目
終日 各ホストファミリー とフリー タイム

8/13 （月）

4日目
AM 北米 沖縄県人会 館ポランテ ィア 清掃活動

8/ 14 （火）
ポットラックパー テ ィー

PM 北米 沖縄県人会 館ボランテ ィア 図書室書籍整理

5日目
AM ロサンゼルスシテ ィー ツアー

サンタモニカ、カリフォルニア大学ロサンゼルス校 (UCLA) 、ハリウッド散策
8/15 （水） PM メジャ ー リーグ野球観戦

6日目
終日 各ホストファミリー とフリー タイム

8/16 （木）

AM 日系企業訪問

7日目
(1) サンヨ ー食品
( 2) トーキョー ・セ ントラル見学

8/17 （金） PM 北米 沖縄県人会 ウチナーグチクラス参加
ポットラックパー テ ィー

8日目
AM 羅府中央学園訪問
PM 北米 沖縄県人会 若者交流会

8/18 （土） フェアウェルパー テ ィー

9日目
AM ロサンゼルス国際空港集合

8/19 （日）
ロサンゼルス発羽田へ

10日目
PM 羽田空港着

羽田発那 覇へ
8/20 （月）

那 覇空港着
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1日目：平成30年8 月 11日（土）
時間 内容 場所等

5:30 集合·チェックイン・ 出発式 那覇空港

7: 15 JAL900便那覇空港一羽田空港

12:20 DL006便 羽田空港→ロサンゼルス国際空港

～以下LA時間～

9: 17 ロサンゼルス国際空港到着 ホストファミリー車で

北米沖縄県人会(OAA)・ホストファミリーお迎え 移動

11 :30 オリエンテーション OAA会館

12:30 ウェルカムパー ティー (Facebook記事担当：石橋亜紀子） OAA会館

15:00 解散

【出発・ウェルカムパーティー】

(1) 内容：那覇出発 、 北米沖縄県人会館訪問 、 ウェルカムパー ティー

(2)場所：空港、 北米沖縄県人会館

(3)Facebook記事（担当：石橋亜紀子）

無事にカリフォルニアに到着しました。北米沖縄県人会の皆さんの温かい歓迎に、 学生はとても感動していま

した。そして県人会の会館に到着してびっくり！ ！予想以上に大きい建物に、 学生からも「じょ～と～ ！」という声

が聞こえました。改めて世界のウチナ ーンチュのパワ ーを感じました。

ウェルカムパー ティーでは 、 会場に入った瞬間 、 温かい拍手とみなさんの素敵な笑顔に、 とても嬉しい気持ち
になりました。美味しい食事をいただきながら、県人会のみなさんと交流を楽しみました。学生達は「積極的に交

流したい！」と出発前に決意したとおり、連絡先を交換していました。

｀ 

釧
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2日目：平成30年8月12日（日）
時間 内容 場所等

10:00 リトル・トーキョー集合 ホストファミリー送迎

1日のスケジュール説明 リトル ・ トーキョー

リトル・トーキョー散策

11 :00 全米日系人博物館見学(Facebook記事担当：金城大輝）

12:30 昼食

15:00 OAA会員と合流

2世ウィー クパレー ドについて説明

2世ウィー クパレード参加(Facebook記事担当：井上奈乃羽）

18:00 解散

・全米日系人博物館見学】

1)内容：移民や日系人・沖縄県系人の歴史について学習

2)場所：全米日系人博物館

(3)Facebook記事（担当：金城大輝）

全米日系人博物館では日系人はもちろん 、 沖縄の移民の歴史について深く学ぶことができました。戦前 はハ

ワイの人口の四割が日系人と聞いた時 は驚きを隠せませんでした。特に、 印象的だったのがハワイの県系人ア

メリカ軍隊の翻訳者の活躍でした。彼らのおかげで、第二次世界大戦で多くのウチナーンチュが助かり、アメリカ

人の日本人に対する見方が変わったと聞いた時は、海外にいたウチナーンチュの活躍で、 今の自分たちがいる

んだなと感じました。

また、アメリカの日系人の収容所は一 見苦しい生活のように見えますが、様々な職種の日系人がいたため 、

収容所内に病院や学校などの施設があり、比較的自由な行動が許されていたと説明を聞きました。私が思って

いた収容所とは異なりとても驚きました。

． 

【2世ウィー クパレード】

(1) 内容：北米沖縄県人会会員の方とパレードヘ参加

(2)場所：リトル・トーキョ ー

，
 



(3)Facebook記事（担当：井上奈乃羽）

全米日系人博物館を見学し 、 お昼ご飯を食ぺた後は、 2世ウィー クのパレ ードに北米沖縄県人会のみなさんと

一緒に参加しました。大勢の人が見ていて緊張したけどとても楽しかったです！歩き終わってからは青森県人会

のねぷたや 、 徳島県人会による阿波踊りなど 、 日本でも見たことがない文化をカリフォルニアで見ることができて、

とても面白かったです！どの県人会も沖縄県人会と同じように 、 自分の県を誇りに思っていることがすごく伝わっ

てきてとてもよい経験ができました。

とても日差しが強くて肌が真っ黒になったけど、 それも良い思い出になるくらい楽しく歩くことができました！ 日

本でも全国の伝統を一度にパレ ー ドする機会があってほしいと思いました！絶対にまた来ようと感じました。

3日目：平成30年8 月 13日（月）

1時間 内容

1 終日 各ホストファミリーとフリー タイム

場所等

【ホストファミリーフリータイム）
今回お世話になっている北米沖縄県人会の各家庭にてフリータイムを過ごしました。

滑

償”
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4日目：平成30年8月14日（火）
時間 内容

10:00 OAA会館集合

館内案内

10: 15 OAAポランティア活動(Facebook記事担当：瑞慶山姫菜）

①清掃活動

12:00 昼食（ポットラックパーティー）

13:30 OAAボランティア活動

②図書室書籍整理

17:00 解散

【北米沖縄県人会ポランティア活動】

• (1)内容：北米沖縄県人会会員の方とポランティア活動

(2)場所：北米沖縄県人会館

(3)Facebook記事（担当：瑞慶山姫菜）

場所等

ホストファミリー送迎

OAA会館

OAA会館

図書室

ホストファミリー送迎

北米沖縄県人会館の清掃活動と図書室の書籍整理をするボランティアに参加しました。北米沖縄県人会館は

とても広いため、 参加者でグル ープごとに各部屋を掃除しました。私は 、 よくポランティアに参加するというOAA

のDevin、Caden兄弟と掃除をしました。彼らはとても親切で侵しく 、 楽しく掃除をすることが出来ました。たくさん

コミュニケーションを取れたと思います。ポランティアに参加し 、 県人会を支えていく次期リーダーとして頑張って

いる彼らと関わることが出来てり喜しく思いました。そして私は彼らを見ていろんなことを考えました。

昼食 はポットラックランチでした。海邦養秀のメンバーからはケーキを差し入れして、県人会のみなさんと交流

を深めながらランチを食 べました。私は沖縄の伝統や県人会の未来について考え、話し合うことが出来ました。

伝統を受け継いでいくためにどんな事をしなければならないのか考えることが出来ました。

午後はモニカさんに教えてもらいながら、図書室の書籍整理をしました。県人会会員の方は日本語が読める

・ 人が少ないので、私達で書籍のデータ整理をしました。図書室にたくさんの沖縄の本があることにびっくりしまし
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5日目 ：平成30年8月15 日 （ 水）
時間 内容

10 : 30 OAA会館集合

10 : 30 ロサンゼルス シ ティツアー

(Facebook記事担当 ： 平敷雅 ）

①サンタモニカ

②カリフォルニア大学ロサンゼルス校 (UCLA)

12 : 00 昼食 (UCLA キャンパス内でテイ クアウト ）

13 : 30 ロサンゼルス シ ティツアー

③ハリウッド

17 : 00 野球観戦(Facebook記事担当 ： 新里航平 ）

ドジャ ース対ジャイアンツ

21 :00 解散

【ロサンゼルス シ ティーツアー】

(1) 内容：ロサンゼルスシ ティツアー

(2) 場所 ： サンタモニカ、 カリフォルニア大学ロサンゼルス校 、 ハリウッド

(3)Facebook記事 （担当：平敷雅 ）

場所等

ホストファミリー送迎

パス移動

ホストファミリー送迎

まず初めに行 ったサンタモニカは美しい海とヤシの木 、 アトラ クションやお土産が揃う、 LA 観光でも有 名 な場所

でした。 グループに分かれて行動し、 ジェットコ ースターに乗 ったり 、 プリクラを撮ったり 、 たくさん写真を撮るなど 、

それぞれ思いおもいの行動をしました！次に行った UCLA は世界大学ランキングでは 1 1 位 、 国内大学ランキング

では 2 位の大学です。 大学とは思えないほど 、 大学構内がとても広く、 オシ ャレで、 アメリカの学生達のキャンパ

スライ フを生で見ることができました。 ハリウッドでは、 キャラ クターに扮した人達に少し苔 戒しながら（ お金が取ら

れるんです！ ）、 ハリウッドサ インを見たり、 ハリウッ ドスターたちの手形を探して写真を撮ったりしました！

LA は沖縄と気候や環境 が似ているところもあり 、 観光産業でも見習 いたいところがたくさんありました。

【野球観戦 ロサンゼルス ・ ドジャース対サンフランシスコ ・ ジャイアンツ】

( 1 )内容：メジャーリー グ野球観戦

(2)場所：ドジャ ースタジアム
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． 

( 3 )Facebook 記事 （ 担当 ：新里航平 ）

野球大国 アメリ カはスタジアムの規模 はもち ろん、 観客の雰 囲 気 も日本と異な り 、 試合は大いに 盛り上がりまし

た ！ ！ 会場で一 番驚いたのは 、 ブーイングです。 アメリ カでは 一 般的なブーイングです が、日本では嫌う人も多くいま

す。 しかし、
「 これで選手が成長しているのでは ？ 」と感じました。 ある選手がブーイングをされていたので 、 理由を調

べると、 彼は前日の試合で乱闘の原因となる手を出した選 手だったのです。 ファンでありな がら 、 チームの選 手が打席

に立つ前からブーイングが起こったのは 、 前日の試合が原因で 、 暴力はいけないことだというメッセージだったのです。

それ以外にも成績の 出ない選 手に対するブーイングも必要な ものだと考えます。 グラ ウンドに立 つ選手は 、多くの困

難を努力で乗り越えてきました。 そんな彼らにとっては 程よい刺激であ ると思います。

実際にスタジアムではファンの熱意が伝わりました。 ブーイングだけではなく 、 大きな声をだして選手の名前を呼ん

だり 、 歌ったり 、 踊りだしたりと、 応援方法 は様 々 ですが、 すぺて に チ ームヘの愛情を感じます 。 アメリ カのスポー ツに

対する国民性を感じることができました。

監督のデーブ・ロ パーツさんが県系人であること、 九回に前田健太選 手が登場したことで、 スポーツの分野でも ウチ

ナーンチュ、日本 人が世界で活躍する姿を見ることができ 、 誇りに感じました。 会場では 、 北 米沖縄県人会の方 々 に

球場のことやアメリ カの野球豆 知謙を教えてもらいました。 初めて球場で会っ た 会員の方とも 英語で話しました。 ドジャ

ースのピンパ ッ チ のお土産もいただいたり 、 アメリ カな らではのフー ドも試食させていただきました。 北 米沖縄県人会の

みなさんありがとうございました ！ そして試合の結果 は ドジャースが勝ちました ！

6 日 目 ： 平成 30 年 8 月 1 6 日 （木）

:：」 各ホス トファミリーとフリータイム

内容 場所等

【ホ ストフ ァミリ ーフリ ー タイム 】

今 回 お世話 になってい る 北 米沖縄県人会の各家 庭にてフリー タイムを過ごしま した。
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7日目：平成30年8 月 1 7 日（金）
時間 内容 場所等

8:30 O AA会館 集合 ホストファ ミリー送迎

8 : 30 日系企業訪問 (Facebook記事担当 ： 安 田慶 之丞 ） バス移動

①サンヨ ー食品 ②トーキョ ー ・ セントラ ル

13 : 00 昼食(IN-N-OUT BURGER) 

14:00 ショ ッピングモ ール(Del Amo Fashion Center) 

18:00 ウチナーグ チクラス(Facebook記事担当：比嘉修平 ） O AA会館

19:30 夕食（ ポットラックパーティ ー ）

2 1  :00 解散 ホストファ ミリー送迎

【日系企集訪問】

(1)内容 ： 日系企業訪問 、 施設見学

(2)場所：サンヨー食品工場 、 トーキョ ー ・ セントラ ル

(3)Facebook 記事（ 担当：安 田慶 之 丞 ）

日系企業を訪問では 、 まず沖縄の方がジェネラルマネージャーを務めているサンヨ ー食品の工場を見学しま

した。サンヨー食品はラーメンのサ ッポロー番を製造 している会社です。サンヨー食品では日本人とアメリカ人だ

けではなくメキシコ人の方々も働 いていました。そのため施設内のポスターには日本語 、 英語、 スペイン語で書

かれた掲示物がたくさんあり、 日本では感 じることのできない多国籍な職場の環境を体験することができました。

また 、 日本にはない現地の人に合 わせた、アメリカ 限定のビー フ味などのラーメンがある事や全米でラーメンが

ブー ムなどもあり 、 工場はとても忙 しいと言 っていました。

その後にトーキョ ー・セントラ ルというスーパーマーケットに行きました。トーキョ ー ・ セントラ ルでは 、 日本の食

品や雑貨を多く取り扱っていました。日本の寿司や蕎麦などはもちろん 、 沖縄の泡盛もありました！ 日系の方々

以外にもたくさんの国籍のお客さんがいて日本食ブー ムを感じることができました。

憧‘
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【 ウ チナーグチ クラス】

( 1 ) 内容：北米沖縄県人会が開催しているウチナーグ チクラ スヘの参加

( 2 ) 場所：北米沖縄県人会館

(3 ) Facebook記事（担当：比嘉修平）

はいさい！ わんねー沖縄からちゃーびたん、修平やいびーん。8 月1 7 日 は県人会のウチナーグ チクラ スに参

加してきました。この クラスは通常月1回、第3土曜日に行われています。1 7 日は多くの人が参加していました。

授業ではウチナーグ チで自己紹介をしました。英語で話すよりもウチナーグ チで話す方が緊張しました。参加者

の中には80 歳 以上の人もいました。私のとなりにいた新垣ジェー ムズさんは 87 歳 で 、 この クラ スの最年長です。

話してみると、とても元気な方で 、 みんなとゆんたくするのが長生きの秘訣だと言っていました。また 、 福島県に

ルーツを持つ人もいました。その人は奥さんがウチナーン チュだったので 、 奥さんに連れられてこの クラ スに参

加したそうです。ウチナーグ チ クラ スに参加にして、私もウチナ ーグ チで会話ができるようになりたいと思いまし

た。まずは両 親とウチナ ーグ チで喋る機会を作 ります。そして来年までには、おじー お ばーとウチナーグ チでゆ

・ んたくができるように頑張ります ！

． 

8 日 目 ： 平成 30 年 8 月 1 8 日 （土）

時間 内容

9:30 藉府中 央学園集合

10 : 00 藉府中 央学園（日本語学校）授業見学

(Facebook記事担当 ： 大城里緒）

12 : 00 昼食

14:00 若 者交流会(Facebook記事担当 ： 金城明莉）

17 : 00 フェアウェルパーテ ィー

(Facebook記事担当：山川 花音）

20 : 30 解散

【羅府中 央学園（日本語学校）訪問】

( 1 ) 内容 ： 日本語学校授業見学 、 学生の交流

( 2 ) 場所 ： 羅府 中 央学園

(3 ) Facebook記事（担当 ： 大城里緒）

場所等

ホストファミリー送迎

OAA 会館へ移動

ホストファミリー送迎

羅 府 中 央学園 はロサ ン ゼルスにある日本語学校で、4 歳から高校生まで多くの生徒 が学んでいます。また 、 こ

こで はアメリカの文化 、 生活習慣に合 うように日本で作られた教科書で はなく、 現地で作られた教 科書を使 用 し
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ています。日本語を第 1 言語とする生徒、 第 2 言語とする生徒など様々な生徒がいますが、 みんな楽しそうに勉

強していました ！ 初級 クラスではポールの受け渡しをするア クティビティをしながら、 話す練習をしていてとても驚

きました。私は実際にそれに参加させて頂き 、 子供達と一緒に勉強するという貴重 な経験が出来ました。

休み時間には、 サ ッカーやバ スケットボール、 おしゃべりなどをして 、 より子供達と距離を縮められたと思いま

す ！ 短い 時間ではありましたが、 交流や授業見学 、 質疑応答などを通して得たものを今後それぞれが活かして

いけるようにしたいです。

【 若者交流会】

( 1 ) 内容：北米沖縄県人会青年と意見交換 ・ 交流

(2 )場所 ： 北米沖縄県人会館

(3 ) Facebook記事 （担当 ：金城明莉 ）

若者交流会には多くの北米沖縄県県人会の若い世代の 方が参加しました。3つのグループに分かれ 、 いくつ

かのトピッ クテーマについて意見交換をしました。 一人一人の沖縄に対する意識が非常に高いことを改めて感じ

ました。沖縄の若者より海外の若者のほうが三線や踊り 、 エイサ ーを習って いるような気がしました。海外にいる

ウチナ ーンチュ は、自分たち が三線等をやる事で沖縄との繋 がりがを感じられる一 方、 沖縄では 、 既に沖 縄らし

い環境が整っているため 、 沖縄の若者の伝統芸能への関心があまりないのだと知 りました。

世界のウチナーンチュと繋がり、関係を深めるために、 私達海邦蓑秀のメンバー はここに来て いるのだという

高い意識を持ってこの交流会に参加する事ができました。世界のウチナーンチュと繋がるためには沖 縄を知 っ

てもらわないといけない。沖縄を知 ってもらうためには自分達若者が沖縄をもっと活発なものにしなければならな

い。まず自分が何をすぺきか、 沖縄全体で考えると凄 く難しいので、 私はまず住んでいる地域を盛り上げる役割

を自分なりにやりたいなと考えました。私の住む地域は歴史のある地域ですが、 最近では子供会の人数の減少

や、 地域の祭りに参加する人が年々減っている事が課題であると感じました。なので、たくさんの人が自分の地

域を知 ってもらえるように、 地域の紹介をしたいなと考えて います。地域で出来たのならば 、 市 、 沖縄全体を盛り

上げることができると信じているので頑張りたいと思います。
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【フェア ウェルパーティー】

( 1 ) 内容： フェアウ ェルパーティー

(2) 場所：北米沖縄県人会館

(3 ) Facebook 記事（担当：山川花音）

本当はもっとカ リフォルニアに居たかったけど 、 最終日の夜は北米沖縄県人会のみなさんがさよならパーティ

ーを開いてくれました。私たちのために、 ウ ェルカムパーティのときより多くの方が来てくれたのを感 じました。

最後の最後まで、素敵なプレ ゼントや温かいメッセージを私たちにくれました。こんなに寂しい気持ちになるぐら

い 、 北米沖縄県人会の方々は私たちに本当に優しくしてくれました。

また 5 年後や 10 年後いつになるかわからないけど、 絶対全員でまたカ リフォルニアに行こうと約束したので 、

今回でさよう ならではもちろんありません！ これから手紙や SNS いろいろな方法でもっともっと繋がりを深くして

いこうと思っています。北米沖縄県人会のみなさんに、私たち 1 0 名を受け 入れてよかったと思ってもらえように、

沖縄に帰ってからウ チナーネットワー クの構築、継承に向けて活動をします！ 私は帰ったらウ チナーグ チを習 い

・ たいと思っています。これからが学ん だことを実践していくスタートです！ まだまだ楽しみがあります！

今回のプ ロ グラ ムを通してたくさんのことを学び、 自分の考え方が変わりました。今回の派遺を活かして大きく

成長していけるように頑張ります！
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9日目 ・ 1 0日目 ：平成30年8 月 1 9 日（日）～20日 （ 月 ）

時間 内容 場所等

8:30 ロ サンゼルス国際空港集合 ホストファミリー送迎

11 :02 DL7便 ロサンゼルス国際空港 → 羽田空港

～以下日本時間 8月 20 日（月 ） ～

17: 10 NH1097 羽田空港 → 那覇空港

19:40 那覇空港着 那覇空港 AN A側

閉会式 1階到着ロ ビー

20 : 00 解散
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事後研修
: 9.J:1 1 8  (±) 1 0 : 00~ 1 7 : 00 (JICA・ ：：： ー レーム3 1 1

1 内容： （ 1 ） カリフォルニア研修振り返り

・ 感動したこと ・ 苦労したこと ・ 変わったこと ・ 県 人会の方にインタピューしたこと

(2 )行動宣言

( 3 ) 報 告 会打ち合わせ

(4) パネ ル作成

報告会
報告会 ： 1 0月6 日（土） 1 3 : 30~ 1 6 : 30 (JICA沖縄多目的室）

1. 内容 ： （1）事業概要説明

( 2 ) 研修報告

( 3 ) パネ ルディスガソション

( 4 ) 行動宣言

( 5 ) 来場者からの感想

( 6 ) 学生代表挨拶

2 主な来場者： 保護者、 教員 、 学生 、 国内沖縄県 人会会員 、 現地受 け入れホス トファミリーなど

来場者の方 か ら 「 自 分のルーツを考えるきっかけになった」 「沖縄移民について勉強 しようと思った」などの感想 やア

ンケートの声があり 、 学生たち はしつかりと「世界のウチナーンチュ」 を 発信することができた。

餅
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参加者感想
名 桜大学 4年次 比嘉 修平 ～ 世界のウチナーンチュ大会で再会できる日を願って～

私が本プログラム に参加した理由は、 アメリカにある沖縄県人会とウチナーンチュ連を知 り たかったか らです。

201 8 年 2月に南米ペルーにて世界若者ウチナーンチュ大会に参加し、 沖縄県人会を盛 り上げようとする各国の

若 い ウチナーンチュたちと交流しました。 その時、 彼らの沖縄文化継承への熱い想 いに感動し、 私はもっと世界

のウチナーンチュと交流したいと思い、 海邦養秀ネットワ ー ク構築事業に応 募 しました 。 1 0 日間の短い期間でし

たが、 学び多い 充実した研修を過ごすことが出来ました。

アメリカは移民の国と言われ、 多様な人種、 民族が暮 らしています。 日本 にルーツを持つ人も多くい て 、 ロ サ ン

。 ゼルスの日本人 街リトル・トーキョーでは、 いたるところか ら日本語 が聞こえてきました 。 日本の商品も豊富 、 ラー

メンも美味しくて、 アメリカで暮らしていてもホームシッ クにはならないだろうなと思いました 。 また 、 ロ サンゼルス

空港に着いた 時、 「めんそーれー」という声が聞こえてきて 、 「あっ 、 沖縄だな」 と感 じました 。 北米沖縄県人会の

方々 と交流してみて 、 ア メリカでも沖縄を感 じる ことができ、 ウチナーンチュとしての誇りを再認識しました。

アメリカのウチナーンチュは 一 世の方が多いという 印象を受 けました。 それゆ え 、 普段か ら 日本語を使って会

話をしている 方が多く 、 ブラジ ルの日系人 よ り 日本人っ ぽいと感 じました。 日本語を話せる若い人も多くいて 、 ウ

チナーグチや沖縄文化の継承 がきち んと行われて いることに驚きました 。 北米 沖縄県人会が開催しているウチ

ナーグチ クラスに参加すると、 福島県にルーツを持つ方や 、 日本にルーツを持たないアメリカ人の方もいました。

彼 ら は 沖縄に興味を持ち 、 県人会の一 員として共 に沖縄文化を学んでいました 。 北米沖縄県人会は、 必ずしも

沖縄にルーツを持つ人だけではなく、 沖縄に興味がある 人なら誰でも参加できます。 そこで私は 、 いち ゃ り ばち ょ

ーで一や多様性を感 じることができました。

このプロ グラムを通して 、 アメリカにもウチナーンチュの心を持ち 、 活躍している 方がたくさんいることを知 りまし

た。 ウチナーグチ クラスの時に 83 歳のおじいちゃんが言った、 「生まり 島 ぬ 言 葉忘しね一 、 国忘 ゆ ん 。 」 に胸を打

〇 たれました。 生まれた島の言葉を忘れることは故郷を忘れてしまうことだ 、 という意味で、 沖縄で生まれながらも

ウチナーグチが話せない、 習おうとしなかった私は 、 このままではい けないと思いました。 これか ら故郷である 沖

縄をもっと知 り 、 この研修で感 じたことを友 人 、 さらに周り の人達に伝えていきたいです。 また 、 今回アメリカで出

会えた人たち 、 海邦養秀メンバーたちと絶えず連絡を取っていきたいです。 2021 年に開催する世界のウチナー

ンチュ大会で、 またみんなに会える ことを楽しみにしています。
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専門学校 日 経ビジネス 2年次 金城 大輝 ～ 国 境越える沖縄の素晴らしさ～

私は海邦養秀ネットワ ーク構築事業に参加する前までは、 沖縄の 歴史や移民などにあまり興味がありません

でした。今回応募した理由もカリフ ォルニアに行ってみたいという軽い気持ちでした。しかし、 研修プ ロ グラムを通

し多くの ことを吸収し、 様々 な価値観や沖縄の素晴らしさに気づきました。そして、 カリフ ォルニアにいた約8日間、

北 米 沖縄県人会(O AA) の 方と交 流を深める ことで、 今までの海外に住む県系人としての 辛い体験や沖縄に対

する想いを学ぷことができました。

本研修中で特に印象に 残っているプロ グラムが二 つあります。一つはリトル ・ トーキョ ーでのプログラムです。

私たちはリトル・トーキョーの 全米日系人博物館で 、 日系人 ・ 沖縄県系人の 移民の歴史を学びました。沖縄戦で

のハワイウチナーンチ ュなどの活躍や、 強制収容所内での日系人の暮らしなどを学び、 移民史の 深さを知 ること 爪
ができ、 さらに深 く調 べたいと思いました。また、 年一回開催される2世ウィークのパレードに O AAの 方 々 と一緒

に参加しました。2世ウィークのパレードでは、 沖縄の文化が国境を超え 、 県系人によってまた新たな文化をアメ

リカで作 り 出 している事に驚きました。移民先でここまでウチナ ーンチュとしての存在を確立していることを 目 の

当 た り にし、 ウチナーンチ ュとしての 誇りを再認謙できました。

二つ 目 の 印象的なプログラムは O AAの若者連との交流会です。この交流会で多くの O AAの若者と交 流をし、

中 に はまだ沖縄に来た ことない人も 多く いました。彼らの本 当 の沖縄を知 り たいという強い思いなどを知 り 、 今の

沖縄に行くと彼らが想像している沖 縄と少し違い失望 してしまうの かなと感じました。また 、 彼ら は沖縄を愛する

力 が沖縄にいる私達より も強く 、 私自身彼らを 目 の 前にするとウチナーンチ ュとして恥ずかしい思いをしました。

なので、 彼らにも負けないぐらい勉強をし、 また学ぶだ けでなく三線など 、 沖縄にしかない文化にも触れようと決

意しました。

ホストファミリーとの交 流もとても 良い思い出 になり ました。私のホストマザーの の り こさんは、 宮 古 島市 出 身

の 一 世の 方でした。の りこさんは 30 歳の頃、 英語を聞くこと、 話すことができないままアメリカに行き 、 言語の壁

で 苦しい思いをしたと話してくれました。アメリカで仕事をしたいという思い から、 アメリカの 英語学校と看護学校 侃
で勉強をしたそうです。当 時のお話を聞くと、 の り こさんがどれだけ異国地で苦労したのか伝わ り 、 こ の ような体

験談 は現地で聞くことができたからこそ、 大変さがより 一層感じることができたのだと思います。

海邦養秀ネットワ ーク構築事業に参加したことで、 今まで経験した事がないくらい、 自分自身の 成長を感 じ る こ

とができました。ウチナーンチ ュとしてのあり 方を海外にいるウチナーンチ ュか ら学びました。私は、 表面的な沖

縄好きではなく 、 しっか り 歴史、 文化など色 々 な事を勉強し、 日本人、 外国人などに沖縄に行きたいと思わせるよ

うなウチナーンチ ュであるために 、 O AAの方々 と築いた関係性や繋がりを今後も継統し、 そして新たなネットワー

クを作るために、 海外に行った時には沖縄県人会を訪ねたいと思います。
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専門学校 日 経ビジネス 2年次 安 田 慶 之 丞 ～アメリカで活躍す る 県 系人～

私が海邦養秀ネットワ ーク構築事業に参加しようと思ったきっかけは、 海外にある沖縄県人会の活動や、 現

地の人々 がどのような志 で沖縄の伝統芸能等を行っているのかが知り たかったからです。 また英語を専攻して

いるということもあり 、 純粋にアメリカの文化や多民族国家な雰囲気を感 じてみたかったのも理由の一 つでした。

現地で は 初 日から北米沖縄県人会(OAA) の皆さんがウェルカムパーティーを開いてくれました。 県人会館に

は予想 以上に多くの県人会員 の方々 が来て くださ り 、 圧倒されたのを今でも覚 えています 。 更に老 若 男 女様々

な人たち や、 沖縄にルーツのない人も参加していることに衝撃を受けました。 県人会会員 の皆さんに共通してい

たのは沖縄をとても愛している ことだと思います。 会員 の方の中には沖縄に行ったことがない人もいま したが、 そ

ういった人違は口をそろえて沖縄に行ってみたいと言っていました。

なぜ会 員 の 方 々 が沖縄に対 してここまで熱い想い があるのか気になり 、 私と年齢の近い 県人会の方二人に

質 問 をしました。 二人とも沖縄へ行くまで は伝統文化に関わっていま せんでしたが、 沖縄へ行った際に沖縄の三

線やエイサーに触れたことをきっかけに興味を持ち 、 自分の持つ「ルーツ」や「アイデンテイティ」をもっと知 りたい

と思ったそうです 。 この話を聞いて 、 自分自身 が沖縄に住み、 沖縄の文化に触れる ことができるにも関わらず 、

彼らのような発想を抱かなかった事に後悔しま した。 また、 現地での研修ではウチナーグチクラスや三線教室に

参加する機会がありましたが、 どちらも十分な知 謙もなかったため 、 現地の 方 々 に残念 がられ、 とても恥ずかし

い思いをしました。

今回 の派遣を通して、 私は今までやってこなかった沖縄の伝統文化に触れたいと思うようになりま した。 特に

三線を通して沖縄の素晴らしい伝統文化を沖縄県 内のみならず、 県 外や海外に発信できる人材になりたいです。

更に専 門 学校卒業後の進路を国内の大学進学から留学へ変更しました。 留学地には沖縄の県人会がある地域

を選び、 沖縄からの助っ人として現地の活動などを活性化させたいと思います。 そ して更に「ウチナーネットワ ー

ク」を構築していきたいです。

〇 また派遣後でもこの研修で出会ったホストファミリーや北米沖縄県人会の人たち とは今でも連絡を取ってお り 、

SNS で繋がっている人たち は、 私が沖縄そ ばなどの沖縄に関する写真をアップするとすぐにメッセージが来ます。

そして、 北米沖縄 県人会の活動の画像が投稿されれば私もすぐにメッセ ージを送って います。 離れていてもこの

ような関係性をこれからも続けたいです。
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沖縄国際大学 1 年次 大城里緒 ～イチャリバチョーデー ！ カ リフォルニア ～

私は曾祖 父 がハワ イ移民だったことがきっかけで沖縄移 民に興味を持ち、高校3年時にウチナージュニアスタ

ディー事業に参加しました。その際 、 世界のウチナーンチュの繋がりを実感し、次は私が世界のウチナーンチュ

連に会いに行きたいと思いました。また大 学で学んでいる琉球 文化や島くとぅばの知識を更に深める絶好の機

会だと思い応募を決めました。

私がカリフォルニアでの研修で特に印象的だったのは、北 米沖縄県人会 (OAA)の方の沖縄 に対する関心の

高さです。OAA との若者交流会では、沖縄に住む私たち でさえ深く掘り下げない話題まで意見を交わし合う姿に

衝撃を受けました。彼らは沖縄や ウチナーンチュ、島くとぅば、沖縄の伝統芸能などについても意見をしつかり持

っていて、私を含めて今の沖縄の若者に足りないものが何か気付かされました。また、私が大 学で島くとぅばを

学んでいることを話すと、今までされたことがないくらいの質問を投 げかけられた事にも驚きました。 この経験か �: 

ら、私 自 身もっと沖縄に関心をもたなければならないと改めて強く思い、自 分だけではなく周りと意見を交わすこ

と、思いを共 有するこ との大切さを実感しました。 ウチナーグチクラス、ポットラックパ ーティーの際にも 多 くの県

人会の方から私たち に対する想いなどたくさんのお話を聞く事で、世界のウチナーンチュの中にあるウチナーの

精神性、沖縄に馳せる想 いなど、現地に行かないと感 じられないこと、気付けないことを知 れたのは本当に貴重

な経験になりました。

全米日系 人博物館にある日系人部隊のモニュメントに曾祖父の名 前が刻 銘されていることも行かな ければわ

からなかったことの一つです。博物館での日系人部隊のお話と私の知っていた曾祖父の情報 と重なり調べてみ

ると、モニュメントに刻銘されていること、所属 していた隊など多 くの事がわかり、モニュメントで名 前を見つけた

時は感動の涙が止まりませんでした。 「偶然が重なった奇跡」としか言い表 せないくらい本当に感動し、見つけた

時の気持ちはずっと忘れない と思います。そ して、ウチナージュニアスタディー事業で出会った仲間たち とカリフ

ォルニアで再会できたこ とも本当に鳩しかったです。再会した瞬間に駆 け寄り抱き合った後、当時の様にす ぐに

お しゃぺりに花が咲いたのもいい思い出です。

今回の研修を終えて、今まで以上にもっと世界のウチナーンチュ大会や世界ウチナーンチュ学生サミットなど 靡
の活動に参加して、 自 分 自 身のネットワ ークを広げることはもちろん、琉球國祭り太鼓などに参加し沖縄の伝統

芸 能にもチャ レンジ してみようと思いました。 そして自 分の経験や思いを周りに伝える事で、新しいネットワ ーク構

築のきっかけや 、ネットワ ーク同 士を結ぶ架 け橋になりたいです。また将来的な 目 標としては、国語教師になり、

島 く とぅばを取り入れた授 業を行い、ウチナーンチュのアイデンテイティ、ウチナーネットワ ークを継承する人材を

育てたい と思っています。

最後に、このような機会を与えて下さった沖縄県の方 々 、北米沖縄県人会の方 々 、ホストファミリー、支えて下

さった全ての方々 に感謝を伝えたいです。特にホストファミリーのビルさん、ドリスさんには本当にお世話になり

ました。 ビ ルさんとの楽しい ドライブ、ドリスさんの絶品 エンチラーダ、本当にたくさんの思い出が出来ま した。い

つかまたカリフォ ルニアのパパとママのところに「ただいま」 と帰ってくるので楽しみにしていて下さい。本当にあ

りがとうございました。

皆さんのおかげでこんなに多 くの経験、出会い、成長をさせていただき本当に感謝しています。イッペ ーニフェ
ーデービタン。
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疇

名 桜大学 1 年次 新里 航平 ～学んだ、 ウチナーンチュの強さと活躍～

海邦養秀ネットワ ー ク構築事業に参加し、 北米沖縄県人会(OAA)にお世話になりながら、 カ リ フォルニアの ウ

チナーンチュと交流を深めることで感 じたことは「受け継ぐことの 大切さ」です。

ウチナーグチが海外沖縄県人会でしっか りと受け継がれていることに衝撃を受けました。 二世ウィー クのパレ
ードに参加した際にお会いした OAAの 方がウチナーグチを話していました。 その 方は幼い頃にカ リ フォルニアに

移住後、 三十年は帰沖していないにも関わらず、 とても自然にウチナーグチを話し、 沖縄に住む私でさえも理解

できない言葉があった ほどでした。 更に驚いたのは野球観戦でのベンジャミンさんとの出会いでした 。 ベンジャミ

ンさんはアメリカ人で、 沖縄にルーツを 持っていませんが 、 ウチナーグチを話すことができます。 沖縄が好きとい

う理由でウチナーグチを独学で始め、 OAAの活動など に参加していたのです。 OAAではウチナーグチ クラスや、

祭 り ・イベン トなどを通して沖縄の文化や芸能などを継承しています。 そして、 それは沖縄県系人にとどまらず 、

ベンジャミンさんのような沖縄にルーツを 持たない人へも受け継がれています。 私はそれらを 知 り 、 感 動と悔しさ

を感 じました。

沖縄から世界に飛び立った人々が、 沖縄への想いを忘れずに、 文化 ・ 伝統を受け継いでいる一 方で、 沖縄に

住 む私たちは沖縄の ことについて無関心だと思いました。 沖縄に住んでいる私たちは、 沖縄の自然や芸能が当

た り 前で、 大切 にできておらず、 継承や保存 については人任せや他人事なっていると感 じました。 今回の 派遺を

きっか け に沖縄について深く学び、 今まで触れたことのない芸能に挑戦し、 沖縄に対する想いをさらに深めようと

考えました。

また 、 私たちは沖縄の移民の歴史や、 沖縄を想うウチナーンチュが世界に多くいることにも 目 を 向けるぺきだ

と考えました 。 第二次世界大戦中 、 戦前移 民は収容され、 更に差別まで受けた人もいました 。 多くの ウチナーン

チュが戦時中 の自分のアイデンティティやあり 方に悩んだと思います。 沖縄で生まれ、 故郷を愛す一 方で 、 住み

慣れた土地であるアメリカをも愛しているからです。 そのような葛藤を 持ちながら、 戦後はーから生活を始め、 今

のアメリカ におけるウチナーコミュニティやアイデンテイティを形成したのだと現地で感じ取りました。 今、 アメリカ

1● にて日本 ・ 沖縄文化が受け入れられているの は、 移民した人たちがリトル・トーキョーでの活動などを通して日

本・沖縄を発信し続けたか らだと思います。

そしてこれらの 沖縄県系人の 歴史を経て、 世界では多くのウ チナーンチュが活躍を見せています。 MLB の 中

でも名 の 知 れたチームであるロ サンゼルス ・ ドジャースの監督はデイブ・ ロ バーツさんという沖縄にルーツのある

方です。 彼は沖縄生まれの ウチナーンチュです。 実際 にドジャースの試合 を見ることで、 世界で活躍するウチナ

ーンチュを 肌で感 じることができました。 他にも、 豆腐やラーメンなどアメリカにて日本の食文化を発信するお仕

事に携わった人の 中 にもウチナーンチュがいました。 私は海外に移民したウチナーンチュの存在 は知っていまし

たが、 現在でも多くの ウチナーンチュが世界で活躍していることを知 りませんでした。

今回の派遣をきっか けに世界のウチナーンチュの存在だけではなく、 彼らの活躍や努 力 、 歴史にも 目 を 向け

るよう になりました。 感 じ取ったことや学んだことを広めるとともに、 自分自身 が学びを 深めることに 力を入れて、

今後 は活動をしていきます。 研修に携わりサポートしてくださったスタッフの 方 々 、 OAAの 方 々 、 ホストファ ミ リ ー 、

派遺メンバーのみんなに感謝しています。 あり がとうございました。
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具志川 高等学校 3 年 生 瑞慶山姫菜 ～出逢いに感謝。世界と繋がる 「絆」 ～

海邦養秀ネットワ ーク構築事業への参加を通して、 たくさんの出 逢いや 、 ウチナーンチュの絆を感 じる瞬間

がありました。

私がこのプロ グラムに応 募したきっかけは、 2016 年に行われた 「第6回世界のウチナーンチュ大会」の「三線

一 斉演奏」のプロ グラムに参加したことです。外国人や海外から参加した 沖縄県系人など、 様々 な文化的背景を

持った人が参加していました。みんなが沖縄に集まって 一 斉に同 じ曲 を弾いていた時間は、 私にとって なんとも

不思謙な空間でした。住んでいる場所や環境 が違うにも関わらず、 音楽で心が通 じあっているような感 覚に包ま

れました。その時、 沖縄の伝統は、 私たち がしつかり 受 け継ぎ大切にしなければならないと強く思いました。しか

し、 一人では何もできず 、 何かいい方法 はないかと考えている時、 学校の先生から海邦養秀ネットワ ーク構築事

業のプロ グラムを教えてもらいました。そ してこのプロ グラムが私の 目 標を叶えるための大きな一歩となりました。 9 
私を含め、 10人の学生が派遺学生 として選 ばれました。メンバーはとても個性豊かで、 それぞれが「 沖縄と世

界を繋ぐ架 け橋となる存在」という将来のビジョンを持っていました。このメンバーに出 逢い、 話し合っていく 中 で

私の夢を叶えるためのヒントを沢山見つけること ができました。なぜなら、 みんな違う視点で物事を見て いた から

です。事前研修ではカリフォルニアを訪問 するにあたっての基礎を学び、 様 々 な知 謙や考えをメンバーと共有し、

私たち は出 発しました。

カリフォルニアでは、 現地でしか経験することができ ない多くの事を感 じ、 学ぶことができました。得たこ との大

部分は「絆」 や「心」 といった 目 には見えないものでした。北米沖縄県人会(OAA) の皆さんは私たち を家族として

温かく迎えてくれました。また 、 ホストフ ァ ミリ ーのヤマノハさんは滞在 中 、 朝から晩まで一緒に行動してくださ り 、

感謝しきれない気持ちでいっぱいです。最終日のフェアウェルパーティ ーは、 全員「カチャーシー」 で最後を締めく

く り 、 私たち は、 「いちゃりばちょーで一」の心で繋 がっている事を再確認できた瞬間でした。あの場にいた人は皆、

言葉で はなく気持ち で通じあっていたと思います。また、 現地の OAAの若 者とは「これからの沖縄について」 「沖

縄と世界を繋ぐためには」 「沖縄の伝統芸能をどう継承 していくか」 なども話 しあうことができ 、 とても有意 義な時

間を過ごすことができました。 《
これらの経験を通して、 ずっと学んできた 三線、 そして胡 弓 などの古典芸 能をもっと深く学び、 民謡など幅広 く

沖縄の伝統芸能に関 り 、 沖縄の伝統を守 りつつ、 音楽で世界のウチナーンチュと繋がりたいと考えています。そ

して、 海邦養秀メンバーとカ リフォルニアで出 逢った若者たち との関係を継統し、 これからの沖縄や世界にいるウ

チナーンチュのためにどうしていくかを ウチナーネットワ ークという視点 から話しあっていきたいです。学んだ こ と

を私たちだけでなく 、 もっと沢山の人が経験してもらえるようにこのプロ グラムを知 っても らえるような活動もして

いきたいです。

この研修で私が得たものは「絆」 と 「家族」です。メンバーと私を支えてくれた海邦養秀ネットワーク構築事業ス

タッフの皆様、 OAAの皆様、 ホストフ ァ ミリ ーのヤマノハさん、 このプログラムのことを教え、 支 えてくれた 先 生 連 、

そ して私を参加させてくれた家族 、 そのほか沢山の皆様に支えられて今の私がいます。この感 謝の気持ち を今

後しっかり恩返しできる人になりたいと思っています。本 当にあり がとうございました。
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那覇 国際高等学校 2 年生 平 敷 雅 ～世界の ウ チナーンチュとの 「 出 会 い」 「再会」～

私が今 回 、 本事 業へ参加する大きなきっか けとなったのは、 中学 3 年生の時に「ウ チナージュニアスタデ

ィー事 業 」 と「第 6 回世界のウチナーンチュ大会 」に参加した事です。 そこで海外にいるウ チナーンチュの皆

さ ん と の 交 流 を 通 して 、 沖縄 移民の歴史や故郷である沖縄に対する 熱い思い に感動 したことを覚えていま

す。

今 年 は 、 ハ ワ イ に次いで北米で二番 目 に会 員数が多いカ リ フォルニア州ガーデナ市にある 「北米沖縄県

人会 (O AA) 」 に行きました。 この 0心 については事前研修で派遣学生皆と学習 をしました。 し か し 、 私 自 身 、

県人 会 に 行く の も 、 ア メ リ カ に行くの も初めてで、 どんな場所にどういう建物が建て られてい る の か 全 く想像

つきませんでした。 空港に着いてすぐに O AA会館に行きましたが、 とても大きくきれいな建物で県人会の皆

さんが私達を温かく歓迎して下 さ り 、 旅の疲れとこれからの不安が一 気に吹き飛びま した。

· 今 回 の 研修を通して様 々 な 「出会い」 「再会」がありました。 3 年前にウチナージュニアスタディー事業で一

• 

緒になった 「エイプ リ ル ・ ウズキ ・ニモ」と初 日 に O AA会館で再会することができました。 そ の 時の 感 動 は 言

葉 で は言 い表せません 。 まさ かアメリ カの地で再会するとは思ってもいませんでした。 こ の 再 会 をき っ か け

に ウ ズキ の お母さんにも会う事ができ、 ウズキを介して新しい友達もできま した。 他の メンバーも 以 前 に関

わった 人 と の 再会 を果た していて、 本 当 に感動しました。

ま た 、 研修に組まれているプロ グラムでは必ず新しい 「 出 会 い」 があったことが非常 に 印 象 的 で した 。 出

会 っ た 方 々 の ルーツや O AAに入るきっかけはそれぞれ違いましたが、 遠く離れた 国 か ら沖縄を思い続 け 、

「 心 の 中 に沖縄がある」 という部分ではみんな共通 してい ると感じました。 O AAが開催しているウチナーグ チ

クラスに参加 した際に、 このクラスが開設された 当 初 か ら 約 1 5年間 通っているジュリ アンさんとお話しする

機 会 があ り ま した 。 ア メ リ カ 人のジュリアンさんは沖縄にルーツがあるわけではあり ません。 ただ沖縄が好

きでこの クラスに通ってお り 、 前回の ウチナーンチュ 大会にも参加したことがあ り ま す 。 たとえ沖縄にルーツ

が無くても沖縄 のことを思ってくれるウチナーンチュと実際に会うことが出 来て本 当 に感激しました。 それと

同 時に 自 分 自 身 が ウ チナーンチュであること、 海外に存在する小さな沖縄を 誇 り に思いました。

ア メ リ カ の 地 で 日 本の文化を体験したことは 一生忘れられません。 ホス トファミリ ーと行った OBON 祭 で は 、

生 まれ て 初 めて盆踊 り を しました。 現地の皆さんは何週間 も前か ら盆踊 り の練 習 を してお り 、 踊 り が完璧で

した。 ま た 「D ANGO」 と 称 して売 られていたサーターアンダギーが屋 台 の 中 で一番 人 気だったの がとてもり喜

しかったです。 実際に食べてみましたが、 沖縄で売られているサータ ーアンダギーと味や見た 目 が ほとんど

変わらず、 とても不思議な気持ち になりました。

今 回 の カ リ フォルニアでの研修では、 私たちを受 け入れて下さったホストファミリ ーの 「神谷ファミリ ー」 を

は じめ 、 本 当 にたくさんの方々 にお世話にな り ました。 この出 会 い を 大切 に し 、 沖 縄 と O AAとを繋ぐ存在と

なれる よ うに頑張り ます。 また、 事前研修か らアメリカ研修を 共 に頑張ってきたメンバーと 出 会 え た 事 、 研修

を支 えてくれたスタッフの方々 にも感謝 しています。 貴重な体験をさせていただき 、 あり がとうございま した。
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向 陽高等学校 1 年生 金城明莉 ～私を変えた海邦養秀～

私は高校生 の うち に短期で海外に行けるプログラ ムに参加し、 少しでも英語力を磨きたいと考えていました。

また、 過去にハ ワ イ にいるウチナーンチュと交流をした経験があり 、 世界のウチナーンチュとの交流をもっと深め

たいと思った ので、 この事業に応 募する事を決意しました。合 格出来た喜び、 メンバーと仲良くできる のか という

心配、 事前研修の待ち 遠しさ 、 初めて会うホストフ ァミリーと仲良くできる のかという不安、 様 々 な感 情を抱きなが

ら、 気づけば研修当日になっていました。

1 0 日間の研修は、 感 動と充実感 に満ち ていました。2日目 の リトル ・トーキョーで行われた二世ウィークパレ ー

ドには多くの日系人が集結し、 都道府県ごとに伝統の踊り などが披露され、 47 都道府県全てが揃っている ことに

驚きました。移民当初の 一 世の 方々 が 自 分たち の集まる場所として作った場所がリトル ・トーキョーなのだと聞き

ました。一世の 方 々 の 努 力 が残っていて、 大切 にされている事に感動しました。5 日目 の L Aシティーツアーでは、

私が密かに憧れていたハ リウッドに行きました。テレビでよく見る本物の HOLLYWOOD サ イ ンが見れてり喜しかっ
' 

たです。事前に北米沖縄県人会の方から1V1いていた通 り 、 有名 なキャラクターに扮した人達が歩き回った り 、 CD __, 

やチラシを配 り 観 光 客 からお金を貰おうとした り している人連もいて、 少し怖い思いもしました。でも 、 こ の よ うな

体験は、 私にとって貴重 なものとなり ました。

私のホストフ ァミリーの 赤嶺フ ァミリーは 4 人家族で、 長女のミシェルは沖縄にとても関心をもっていて琴を習っ

ていました。ミシェルは、 自 分 自 身が日系人であることに対して良かった点 や 苦悩に ついて語ってくれま した。良

かった 点 は、 英 語か日本語のどちらか 一 方しか話せない人の手助けが出来る事だと言っていました。苦悩 した

点では、 アメ リカで過ごしていて も見た 目 が日本人に近い事か ら、 日本人とよ く間違えられる ことだそうです。飲

食店 に行くと日本語で対応され、 小学生の頃から周 り の 同 級生に「日本人」とよくからかわれて1纂 つく場面 に遭

遇する ことが何度もあったと言っていました。赤嶺フ ァミリーはとても温かく優しいフ ァミリーでした。ハー ドなスケ

ジュ ールで疲れている はずなのに、 常に私の要望に応えてくれました。赤 嶺フ ァミリーと 8 日間共 に過ごして 、 特

に心に残っている 事 は、 一緒に書道をしたことです。それぞれの 好きな言葉や名 前を書いて 、 とて も楽しい思い

出 になりました。沖縄について 色 々 と質問をされても分からなくて答えられない場面が多 々 あ り ま した。赤 嶺 フ ァ

ミリーが親切 に接してくれた恩返しに、 私は沖縄の事を伝えたかったのですが、 それができず、 悔 しさ や 申 し訳な ' 

さが込み上げてきて 、 最後のお別れの時は涙が止まりませんでした。

私はこ の 研修で、 沖縄の事を伝える 以前に 自 分が沖縄についての知 識が乏しかったという 反 省 点 を見つける

事が出来ました。これを踏まえて、 沖縄を伝える前にまず は自分の知識を広 げてから、 沖縄を届けたいです。そ

して、 グ ロ ーバル化 が進む現代を担う人材となり ウチナーンチュ 同 士の繋がりを強化 し、 継承していけるように

頑 張 り た いです。出 逢いに感謝し、 初 心を忘れず に 自 分らしく 生きていく事の大切さを こ の 事 業 で学ぶこと

が 出 来 ま した。いっペーにふぇーで一びたん。
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名 護高等学校 1 年 生 井上 奈 乃 羽 ～沖縄を世界からみて～

私は、 この事業の募集説明会に参加しときに初めて気がついた事がありました。それは、 海外にある沖縄県人

会 や 沖 縄の 移 民 の 歴史について、 自分が何も知 らなかったという ことです。私は所属している合 唱 団 で世界の

ウチナーンチュの日制 定記念 イベントに出演したことや、 学校で沖縄の歴史について少し学んだというだけで知

っているつ も り で 、 それ以上自分から知ろうとしていなかったの です。説明会で話を聞いた後、 先 人 たちの 移 民

につ いても っ と 知 り たい、 アメリカにいる沖縄県人会の 人たちに会ってみたいと強く思う ようになり 、 本事業に応

募 しました。

事前研修で は 、 移 民についてや 、 自分の家系図 、 いまの北米沖縄県人会の活動や課題について沢 山 調 ぺ た

り ほかのメンバーと意見を共有したり しました。私は名護市に住んでいるので、 名護市の移民の歴史を調 ぺた り 、

北米沖縄県 人会の課題が後継者不足だ ということを知 り 、 自分なりに解決策を考えた り しました。調 ぺるたびに

〇 初 めて知 るこ とがあり 、 それを仲間と共有することができ、とても楽しく学ぶことができました。

'O 

本研修で は 、 初めての ア メ リカ、 初めての ホームステイということで不安 が多く緊張していました が 、 県 人会の

方 々 や 、 ホス トファミ リーがとても温かく接してくれてとても ほっとしました。プ ロ グラ ム の 中 でも特に心に残ってい

るこ と が 二 つ あ り ます。一 つ 目 はリトル・ トーキョーで開催された 二世ウ ィークパレー ドです。日本全国の 県 人 会

がパレードに参加し、 私たちも北米沖縄県 人会の 方と一緒にパレードで行進をしました。それぞれの 県人会が一

生 懸 命 自分の 県 の 伝統文化を 披露しているのを見て、 全員が故郷に誇 り を 持っているのを感 じ 、 感 動したの と

同 時に私も沖縄の ことを誇れるように学んでいこうと改めて思いました。

二 つ 目 は 、 ウチナーグチは方言ではなく、 一つの言語だという考え 方です。移 民 してきた 人たちの 生きる力 、 沖

縄に対する熱い想 いが伝わってきました。現地ではウチナーグチクラスに参加し、 ウチナーグチで自 己 紹 介 がで

きるようになりました。そのウチナーグチを守るためにもっとしゃぺれるようになろうと決意しました。

私が派遺前と派遣後で 一 番変わったこ と は 、 沖縄の伝統文化を学びたい、 三線やウチナーグチ、 空手ができ

るようになり たいと思うようになったことです。沖縄の伝統文化を大切に守っていきたいです。

今回の派遣で、 インターネ ッ トでは知ることの できなかった 、 県 人会の 方 々 の 沖 縄に対する特別な想 いを聞い

た り 、 沖縄につ いて考え 直した り することができました。このことを忘れずに、 今度は私が沖縄の人にこの体験を

通 して感 じたこと、 学んだことを伝えていきたいです。

最 後に、 こ の場を借 り て私たちをサポー トし、 とても貴重な体験をさせてくださった沖縄県や国際旅行社 ・ 沖縄

NGO センターのスタッフの皆さん、 北米沖縄県 人会の 方々 、 一緒に行った仲間に感 謝 したいです。本当にあ り が

とうございました。
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沖縄尚 学高等学校 1 年生 山川 花音 ～私を変えた出会い～

私が海邦養秀ネットワ ーク構築事業に応募 しようと思ったきっ かけは、 叔母に勧め られて募集説明 会 に

参加 したことです。 説明会に参加して初めて海外県 人会や移民について知 り 、 もっと学びたいと 思 い 、 この

プログラムに応募しました。

私たち派遣メンバーは事前研修で「みんなで家族になろう」と決めました。 カ リ フォルニアでの 本研修に向

け、 沖縄の歴史や海外 県 人 会、 そして移民について深いところまで真剣に意見を 出 し合うことで、 みんなと

は遠慮の無い本 当 の 家 族になることができ、 強い絆ができたと思います。

本研修ではアメ リ カ の 中 にたくさんの沖縄を感じました。 カ リ フォルニア の ロ サンゼルス国際空港 に着い

たときから「ハイサーイ ！ 」 という県人会の方々 の大きな声が聞こえ 、 北 米沖縄県人会が開催するウチナー

グチクラスに参加したとき 、 沖 縄にルーツを持たない現地のアメリカ 人がウチナーグチで長い挨拶 をしてい

ました。 三線やエイサー、 空手、 琉球舞踊など沖縄の芸能をやっている 県人会の若者 が 多 く 、 若者交流会 « 
で沖縄の話を とても楽 しそうな表情や声で話している姿も印象 的でした。 私のホストマザーは 宮 古 島 市 出

身 で 、 ア メ リ カ 人 の 旦那さんと娘さんの 3 人 家 族でカ リフォルニアに住んでいます。 ホストマザーか ら 「 自 分

の子どもに沖縄の ことを教えようと思った 時に、 全然沖縄のことを知 らないということに気付き 、 北米 沖 縄 県

人会に参加 した」 という話を聞きました。 また、 必ずしも沖縄出 身だからという理由で県人会 に参加している

わけではないということにも鵞きました。 「沖縄の歌が好きだから」、 「沖縄出 身ではないけど、 奥さんが県人

会 に入っていたから」な ど様 々 な理 由で北米沖縄県人会に入った方がいて、 海外にはこんなにも沖縄が好

きな人たち がいることに嬉 しく思い 、 こ の県人会の方 々の想いは、 現地カ リフォルニアヘ行ったからこそ 、 直

接肌で感じることができたことだと思います。

私 は今回プログラムに参加して、 沖縄について知 らないことがまだまだある事に気づきました 。 沖 縄 に住

んでいる私は、 伝統文 化 や歴史 についていつでも学べる環境にいるにも関わらず、 どうしてこんな に 沖 縄

の 文 化 はたくさんの 人を惹きつけるのかわかりませんでした。 しかし、 北米沖縄 県 人 会 の 方 々 は 、 沖 縄 の

外 に い る から こそわかる沖縄の魅力 や良 さを知 っています。 私は三線の音がとても好きなの で 、 三線から

始 め て 、 そしてウチナーグチなども学んで少しずつ沖縄の魅力 を知 り 、 友達など身近な周 り の 人 か ら そ の 、

魅 力 につ いて伝えていきたいと思っています 。 また、 沖縄 に住んでいなくても沖 縄の ことを想 っ て い る 北 米

沖 縄 県 人 会 の方 々 や 、 世界中 にいる ウチナーンチュの ことをもっと学んで、 沖縄で広めていきた い と 思 いま

す 。 そうすることで、 私 の ように沖縄にいるの に沖縄のことを知 らないと感じる 人 が 、 沖 縄 の こ と を 知 っ て い

こうと思うのではないかと思ったか らです。 ウチナーンチュとしての 誇りを持ち 、 世界 中 でウ チナーンチュの

絆を繋いでいきたいです ！

この 研修で築いた関係性や絆を、 時間が経っても忘れることなく繋いでいきます 。 海邦養秀プロ グラムに

関 わ り 、 支えてくださった全ての方々 にとても感謝しています。 本当にあり がとうございました ！
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行動宣言
報告会でカリ フォルニアでの経験を活かして今後どのような活動を行っていくか宣言しました。
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～研修での学びを学校 の 授 業 や イ ベ ン トで発信し活躍 ！ ～ 

●金城大輝 • 安 田慶之丞 （専門学校日経ビジネス）

【実施 日 】 201 8 年9 月 20 日（木）

【場 所】 専門学校 日 経 ビジネス

【 内 容 ・ 感 想 】

私たち は今 まで県系 人の方と関わる機会がなく 、 事前研修で世界に沢山のウチナーンチュがいることを

知りました。実際に現地で県系 人 に会い、 アメ リカ にいるのにまるで沖縄 にい るような不思議な感 じでした。

また 、 カ リ フォルニアで出会った県人会の方 々 とすぐ打ち解ける事ができ、 この繋がりを大切 にしていきた

いと思いました。

派遣後に専 門学校でカ リ フォルニア派遣につ いて発表しました。 学校のみんなに世界には沢 山の ウチナ

ーンチュがいて 、 彼らは沖縄 に憧れを持っている事や 、 沖縄 を知ることの大切さを伝える事が出 来 ま した。 e 
これからも 、 世界で活躍する県系 人を県内に広め 、 新しい繋が りを作りたいと思っています。

●大城里緒（沖縄国際大学）

【実施 日 】 201 8 年 9 月 2 1 日（金）

【場 所】沖縄国際大学

【 内 容 ・ 感 想 】

沖縄 国際大学で 、 日 本文化学科 1 年次後期オリエンテー

ションで海邦養秀カ リフ ォルニア研修につ いてプレゼンテー

ションをしました。 研修の概要や 目 的をはじめ 、 自 分の体験

や 学びをパ ワ ーポイントにまとめて発 表しました。沖縄 移民

の存在は知っていたけど、 こんなに移民 先で活動が盛んだ

とは思わなかったと驚く人がたくさんいました。 また、 日 本文

化学科 は琉球 文化 に興味を持つ 生徒が 多 く 、 ウチナーグチ し

クラスや 三線クラスについての質問が 多く出ました。 プレゼ

ンテ ーションを聞いて、 次年度応募したいという声が多く挙

がったので嬉しかったです。

●比嘉修平 ・ 新里航平（名 桜大学）

【実施 日 】 201 8 年 1 0 月 28 日（土）

【場 所】 名 桜 大学学生会館SAKURAUM 6F 

【 内 容 ・ 感想 】

私たち は毎年 1 0 月 に開催される世界ウチナーンチ ュサミットで実行委 員として参加し、 海邦養秀ネットワ
ーク構築 事 業 に つ いて発表しました。今 回のサミットは 多くの研修生が来てくれて、 沖縄の参加者 に とっ て

も「 世界にいるウチナーンチュのパ ワ ー」を 知れた機会 になったと思います。私達も参加して 、 ウ チナーンチ

ュであることに誇りを 感 じました。 また、 「 国籍も違う、 話す言語も違う 、 でもウチ ナーンチュというだけで繋が
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れることに感動した」とい う参加者のコメントに実行委員として参加して本当に 良かったと思いました 。 里緒

が参加してくれたのもり喜しかったです。 来年もサミットがあります。そして若者大会 、 2021 年には世界ウチナ
ーンチュ 大会もあります。 今回出会った仲間とまた会える ことを楽しみにまた頑張ります。

●派遣学生全員

【実施 日 】 201 8 年 1 1 月 23 日 （勤労感謝の日 ・ 金）

【場 所】 JIC A 沖縄

【 内 容 ・ 感想 】

派 遣学生全員で毎 年 開催される「沖縄国際協 力 · 交 流フェスティバル」 へ参加しました。 沖縄県の ブース

で海邦養秀 ネットワ ー ク構築事業のコ ーナーを設け、来場者に事業概要や 派遣中 の出 来事について紹介

しました。 来 場者の方から 、 「県人会について知 る事ができた。 」 「来年は応募をしてみたい ！ 」 とい う声もあ

り 、 しっかり県民に事 業 周 知 をすることができました。

•
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●珊慶山姫菜 （具志川 高等学校）

【実施 日 】 201 8 年 1 2 月 28 日（金）

【場 所】具志川 高等学校

【 内 容 ・ 感想 】

今回のカ リ フ ォルニ ア派遣について学校で活動報告する こ と に よ って、 ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク や、 海

邦養秀ネ ッ ト ワ ー ク構築事業について興味 を持 っ て く れ る学生が増えま した ！ これから も このよ う な プ

ロ グ ラ ム など に積極的に参加 して 、 「世界のウチナ ー ンチ ュ」 と 繋 り た いと思いま した。

●派遣学生全員

【実施 日 】 20 1 9 年 1 月 27 日（日）

【場 所】 JIC A沖縄 多 目 的室

【 内 容 ・ 感想】

海邦養秀ネットワ ー ク構 築 事 業で過去 に参加した先 輩 と OB ·

OG 会 を 開 催 し ま した 。 H25 ブラジル、 H26 ポ リ ビ ア 、 H28 ペル ー、

H29 アルゼンチン派 遣の先輩と派遣時の思い出 や、 現在の活動状

況などの情報を共有 し、意見交換を行い ました。 OB · OG 会に参加

す る こ とで、派遣年度を越えた縦の繋がりができました。
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派遣後アンケー ト
Q1 ． 滞在 中 、 世界のウチナーンチュの歴史や生活、 ウチナーネットワークを学ぶことができましたか ？

•

 

具体的な内容・エピソード（抜粋）

・ホームステイ を 通 し て 、 人の温かさや彼らの沖縄に対する思いを知ることが出来た。

・ 三 線 ・ 舞踊などの芸能のレベルの高さに驚いた。特にウチナーグチに関 しては高いレペルで、 帰国して努 力 し

ようと感 じた。

・ウチナーネ ッ ト ワ ー クを感 じた。「0 0の友達だよ～ ！ 」「00と親戚って ば～ ！ 」と想像より も身近に感 じられた。

ウチナージュニアスタディ事業に参加した際の友連と再会出来てり喜しかった。

• 県人会で名 護出身 というだけで盛り上がったり、 年配の方とも住所を交換した りすることが出来た。県系人 は特

に自分の出 身 地を大切にしていると感じた。

・ 全 米日 系人博物館で学んだことは衝撃的だった。

・インタビューを 通 し て 、 どうしてアメリカに来たのかを聞くことが出来た。

Q2. 派遣先の北 米沖 縄県人会の方々 との交流はで き ま したか ？ 印象に残 っ て い る 交流 は何 です か ？

若者交流会

・ 沖縄戦の話 、 基地問題 、 今のOAAの状態な どについ て 掘 り 下げた デ ィ スカ ッ シ ョ ン が出来た ので 、 違 っ

た 視 点 か ら 沖縄につ い て 知 る こ と が出来た。

・ 沖縄の若者 が芸能につ いて興味を持たないのは、 既に環境が整 っ て い る か ら なのかな と 言われて 、 ま

さ に自分の こ と だ な と 心に刺 さ った。

• 同 年 代の 若 いOAAの人の中 には沖縄の歴史 を知 らない人が沢山いたので 、 私が し っか り 学ん で か ら 伝 え

た い と 思 っ た 。

· • 一 気 に ウ チ ナー ネ ッ ト ワ ー ク が広がった 気がする。 今か らは私連 と OAAの若 い世代 と のつ な が り が大切

にな っ て く る の で 、 こ の出会い を大切に し 、 これか らのネ ッ ト ワ ーク の発展に積極的に貢献 し て い き

た い。

ウチナーグチクラス

・ 県系人社会で は ウ チ ナー グ チ がな く な らな いため、 継承する ために講座がある のに、 県 内にはあま り

な いの で す ご く 危機感 を 持 っ た。

・ 日本語 は あ ま り 話せ な いが、 し ま く と ぅ ばを話せ る 方がいた こ と に非常に驚いた。

・ 沖縄の こ と につ いて 全然知 ら な い自分がと て も恥ずか し か っ た。

・ ウ チ ナー グ チ ク ラ スのイ ン タ ビ ュ ーで 、 ク ラ ス最高齢 (87歳 ）の新垣 さ ん、 福島県にルー ツ を 持つ 人 と

出会え た。
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ウェルカ ムパーティ ー ・ ポッ トラック

・ ポ ッ ト ラ ッ ク で は県人会の人 と 深 く 話す機会に なったのでよかった。

• た く さ んの人 と 話すこ と がで き 、 友連になる き っかけが作れた。

Q3. あなたが期 待したことはこのホームスティツアーでどのくらい違成されましたか ？ （ 一部抜粋）

・ 達成度 ： 200% 本当の家族のように国境を越えた絆をつくる、 ということを期待していたが、 想像以上に絆

が深まった。
・ 達成度 ： 1 20% 自 分が思っていたよ りもたくさんの人と話し、 友連になれた。
・ 達成度 ： 1 00% 常に英語だったため、 一週間で英語力 と話そうとする 力 、 伝える努力 ができた。

・ 達成度： 89% ホームスティ 自体 は1 00％の達成感だが、 これで終わり ではなくてこれから私にはこの経験

やOAAの人の思いを伝える役割 があるので、 1 00％の連成はまだ何 年かかかると思う。

・ 達成度： 98% 色々 な人の考えを聞いて、 視野が広がったと思う。 沖縄 に貢献できる仕事に就きたいという 、、
気持ち が強くなった。 読谷にルーツを持つ人に出会えなかった。

Q4. 事前研修のどのブログラムが役に立ちましたか？ （複数回答可）

沖経の 歴史と移民 10 

現地での出し物準備 10 

OB · OGとの交 流 ， 
北米沖縄県人会との スカイブ交流 ， 

県内在住 日 系人との交流 ， 
フ ァミリ ーヒ ス ト リ ー ， 

語学請座 ， 
チー ムピ ルディング ， 

保護者説明会 s （人数）

Q5. その他に事前に学んでいたほうが良かったと思うことを聞かせてください。

・ 伝統芸能や伝統文化につい て。

• 上手に出来 る コ ミ ュ ニケ ー シ ョ ンの方法 と心 がまえ。

・ ウ チナ ー グ チ 。 時間 はかかる けど 三線、 エ イ サ ー等の芸能。

・ 出身地の詳 し い歴史学習。 「あんたこん な こ と も知 らないの ？ 恥ずか し い よ ー 。 」 と 言われたか ら 。

• 他の県人会の こ と も学 びたい。

• 前年度派遣の様子がわか る動画や写真の共有。 プロ グラムを良いものにする ための イ メ ー ジ を派遣学

生に持たせる こ と は大切だ と 思う 。

34 

＇ 



・ 米軍基地関係や沖縄の 自 然について。

Q6. 現地での研修をよ りよくするために改善した方がよいことを聞かせてください。

・ 一 日の終わりに振り返り ミ ー テ ィ ングを30分で も出来る と 、 更に成長するのではな いか と 感 じ た 。

• も っ と 若者交流会や現地の方 と 話 し をする機会を増や した方が良 い と 思 っ た 。 1 週間は短い と 感 じ た 。

・ 若者 と の交流 を も う 少 し 早いスケ ジ ュ ールで行っ た方が良か っ た と 思 う 。

Q7. その他感想 、 要望・意見などがあったら聞かせて下さい。

•

 

・ 出会いに感謝 ！

・ 「結」 出逢 い を 大切に、 そ し て 感謝 し なければ いけない と 思 っ た 。 私達が こ う や っ て 笑 っ て 楽 し い

プ ロ グ ラ ムが出来たのは家族、 先生、 そ し て このプ ロ グ ラムに関わっ て い る方々のお か げ で なの

で 、 その気持 ち を 忘れずに これか ら も頑張っ て い き た い。 皆さんに感謝 ！ ！

• 本当の家 族 になれた し 、 も っ と県人会 との関わり を深く し た い と 思 った 。

・ いつ も 感想 を 言 う 時、 緊張 し て頭が真 っ 白 にな っ て しま う が、 この研修 を通 し て 少 し は話せ る よ う

に な っ た と 思 う 。 参加者は 自 分 よ り も年下の人がほ と んどだ ったが、 みんな元気で毎回元気 を も ら

っ た 。

・ 名 刺 をみんな作 っ て も っ て い っ た ほ う が、 も っ と ネ ッ ト ワ ークが強 く な る だ ろ う と 思 っ た。

・ 過去の海邦養秀 ネ ッ ト ワ ーク 構築事業に参加 した人た ちの話を も っ と 聞 き たい。

・ 同 窓会みた いに、 OB · OGが集 まる 機会が欲 しい。

•
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ホス ト フ ァ ミ リ ー ア ン ケ ー ト
Q1 . 事業に関する総合的な感想を記述してください。 （ 良 かった点 、 改善すぺき点、 参加者に対する要望等）

・ とてもいいプロ グラムだった。 できれば、 離島の学生にも参加して欲しいが、 事前研修等の参加が難しいから希

望者が少ないのだろうか。
・ 全体的 にとてもいいプロ グラムだった。OAA青壮 年部スタッフが頻 繁にホストファミリーたち に連絡、 共有をして

いた。学生たちのチームワ ーク、 柔軟性がよかった。

・ とてもよかった。カリフォルニア ・ サイエンス ・ センター、 ラ ・ ブレア ・ タールピット等 、 興味がある場所に連れて行

けてよかった。 ウェルカムパーティー 、 さよならパーティー 、 若 者交流会 に参加した人が 多 数 いてうれしかった。

• とてもいいプロ グラムだった。学生たちはとても責任 感もあり、 しっかりしていた。出発前にもうち ょっ と交流があ

れば、 事前に趣 味なども聞 けてフリータイムに向 けて準備できると思った。 ロ サンゼルスにはいろんな観光地が

ある ので、 受け入れ学生たちの趣味や 興味のあるも のをわかっていればもっとそれに寄せ て外出できた。

・ 沖縄の学生と私の娘たち にとってとてもいいプロ グラムだった。学生たちは積極的でマナーも 良く、 明 る く 、 と

ても楽しめた。スケジュールがハー ドであった。

Q2. 実施時期は遍当でしたか。その理由をお 聞かせ下さい。

• 長すぎず短すぎず、 適当だった。

・ 適当だったが、 もう少 し学生たちとゆ っくりする 時間が欲 しかった。
・ 学生たちが一 週間でいろいろな体験できたの で適当だった。

• もう 2 日 間長 ければいいと思った。グループでのアクティビティも良かったが、 ホストファミリーとの時間があまり

なかった。 ロ サンゼルスはとても広いのであと 2 日 あれば学生たち にもっと奥深い体験をさせることができた。
・ 適 当だったが、 ホストファミリーは大変だったの でこれ以上長い期間は良くない。逆に短くなる と学生にとって物
足りない。

・ 適当ではなかった。理由は、 カリフォルニア（南） の学生たちは、 既に学校が始まっていたから。

,�

――
―

,

'�

 

ヽ

・て

Q3. ホームステイ参加者の 資質で大切なことは何ですか。

※ 5つの選択項 目 からホストファミリーが 多 く選んだ項 目 順に並ぺま した。

1 位 ： 国際交流や外国 に対する関心

2 位 ： 積極的な態度

3 位 ： 語学 力 、 沖縄を伝える 力 、 ホームスティヘの関心 （同ポイント）

その他の意見 ： 新しい体験や食ぺ物に対するオープンな 姿 勢。
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Q4. 受け入れた参加者の生活 ・学習態度 はいかがでしたか。

・とても礼儀 正 しく 、 一緒に過ごす時間が楽しかった。

・学生たち は礼儀正 しく 、 積極的に質 問をしたり 、 自 分たちの意見をはっき り言えたり していた。学生を受け入れ
てよかった。

・ 全員礼儀正しい 、 良 い学生だった。

・学生全員がとてもしつかり していて 、 責任感があった。 女の子たちが一 人きりで危険な 目 に遭わないように男 子
学生 4 人が気を配っていたのは感心 した。全員がロサンゼルスで新しい体験をしたいという前向きな姿 勢だっ

た。 私たちが受け入れた学生 はとても良い子たち だった。晩ご飯の準備も手伝ってくれて、 いつもフレンドリー

で礼儀正しかった。

•学生全員がとても良かった。全員が礼儀正 しく、 明るくて、 わがままな態度やコミュニケ ーションを取りたがらな

い様子もな かった。Excellent!

Q5. 沖縄からの学生を受 け入れたことで、 何か変化ありましたか。それはどういう変化ですか。

・今後似たようなプロ グラムがある場合、 学生をホームステイとして受け入れる事に対 して抵抗がなくなった。今

回は受け入れる学生の性別や 年齢を細かく指定 したが、 他の学生に会ったら必要なかったと感じた。どの学生

でも喜んで受け入れていた。

• 1 0 月 上 旬 に沖縄に行くことにな り 、 既に受け入れた学生たちと連絡を取っている。彼女たちの報告会に参加し、
一 人には観光に連れて行ってもらうことになっている。

•学生たち を ロ サンゼルス観光に連れて行ってから、 家族で改めて面 白 い街だと気付いた。その後 、 過去に行っ

たことないような場所にも行くようになった。

・ 娘が学生たち に会いに沖縄へ行った。

•

 

Q6. 受入期間 中 に困ったことはありましたか。それはどういうことでしたか。

・ 睡眠時間 、 リラックスする時間がなかったこと以外困ったことはなかった。毎日が慌ただしかった。学生ともっと

家でゆっく り お話して 、 もっとお互いを知 る時間が欲しかった。

・ いい え。OAA の事務局がグループ行動、 バスの借り上げ、 コーディネート等がんばっていた。学生たちの安全

は確保されてお り 、 自 由 にロサンゼルスを楽しめていた。

Q7． そのほ か にご意見があれば、 お聞かせ下さい。

• 他のホストファミリーから のサポートが大変助かった。

• この プ ロ グラ ム の 成 功で 、 今 後他にホストファミリープロ グラムがあることを期待する。また、 今後現地 （ ロ サン

ゼルスの ） の若者たちが似たようなプログラムで沖縄に行ける事があるとうれしい。

・事前に 日 程表をもらえたことで、 自 分たちのスケジュールを事前に調整できたので助かった。

・ 実施前に学 生 との交流がもっとあればよかった。各学生にこの研修を最大限に楽しんで欲しかったが、 性格や
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趣味等よくわか らなかったため似たような場所に連れて行ったり してしまった。 とてもよかったがもっと各学生が

興味のあるものに沿っていい体験にしてあげたかった。 だが結果的には一緒に過ごした 8 日間は楽しめて 、 今

彼女たち がここにいないの は寂しく思う。

・とてもいいプログラムだったので今後も練いて欲しい。 将来的に相互の受 け入れとかもあった らいい。

・ホストファミリ ーと学生の マッチングはとてもよかった。

・ はじめての経験でしたが、 家族が増えたようで楽しかった。 息子たちともよく なじんでいたのでうれしかった。

もう少し時間的に余裕があるとよかったかな？

38 
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面
々
が
歎
迎

した
3

習
よ
る
と 、
北
来
沖
縄
県

人
会
へ
の
派
遣
は
10
年
ぷ
り 。

90
人
の
応
尊
か
ら
選
ば
れ
た
10

人
の
研
店
主
は
歓
迎
会
で 、
英

2
年
ぶ
り
の
胃
会

を・
ぶ
平
敷

謙
さ
ん
（
左）
と
エ
イ
プ
リ
ル

・
ニ
モ
さ

ん＂
ガ
ー
デ
ナ
市
の

業
沖
県人
会g 琉球新報社 提供 ． 

る
よ
う
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の

英話
の

帥嘩
の
た
め
に
で

きQ

ゃ

児
会
の皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ一 ー

だ
け
英
語
で
話
し
掛
け
て
ほ
し

ケ
ー

シ
ョ

ン
を
図
りた
い」
な
ど
い」
と
竪ユ 。
食
事
で+r
ハ
ン

と
話
っ
た 。

バ
ー

カ
ー

や
タ
コ
ス
店

をこ 、
巳

平
敷
碓
さ
ん
は 、
2
年
前
の

常
的

伍院
る

場所
に
速
れ
て
い

ゥ
グ
ナ
ー

ン
チュ
大
会
で
移
民
の
っ
て
ぽ
し
い
と
し
「

学主た
ち
に

麗
に
つ
い
て一
諸
に
取

り組ん

と
っ
て
見
る
も
の 、

珪験す

るも

だ
エ
イ
フ
リ
ル・
ニ
モ

克

伝

忽累

屈
に
映
る
に
違
い
な

会
し
「
こ
の

含名
に
ニ
モ
が
来
る
い」

点呼
び

掛け
た

与
知

足
か
っ
た
の

で再会
で

墾祐虹光
ス
ポ
ー

ツ
部
交流

き
て
と
て
も
うれ
し
い」

と翠

堆近訊孟烹ツ石

品榮距年さ
ん

が

全の
い
さ
つ
し
た ＂

は 、

山城
貴
子・
文
化
ス
ホ
ー

ツ

エ
ド
ワ
ー
ド

神
谷会
U
は
ホ
ス

統醤
の
メ
ッ

セ
ー

ジ

を代
読゜

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

に
向
け
て
「

学生

ま
た

沖縄
か

ゑ回E
た
小

た
ち

搭歪
に
互
ら
す 、
あ
り
の

戻

塁

紅
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の

ま
ま
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ

の
誓
ら

出
身 。

交捻滋面
度
で
来

沖後 、

足栓
く
る 。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

沖
調

に残り 、

県の
文

化観光
ス

リ
ー

の
中
に

は呈
語

を記

す人
ポ
ー

之印
で

過訳

と翻

訳を結
め

もざ合な
い
だ
ろ

？か 、
波
ら
て
い
る。

沖縄タイムス社 提供
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平 成 30 年 10 月22日（月） 沖縄タイ ムス 1 2面

【
福

鼠咀は員】

農
海

荏農
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
溝

菜事
業

で
こ
の
ほ
ど
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

を訪

れ
点

望
の一
人 、

在置緒

さ
ん（
沖
繹
国
際
大
1

年）
が 、
リ

ト
ル
ト
ー

キ
ョ
ー

地
区
の

全丞I]

系今眉
で

筐祖
父
に
関
す
る

届

宝見
つ
け
た 。

同館
に
は 、
日

本人

が米
国
に
移
民
と
し
て
渡
っ

©"
 米

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

従軍 の 曽 祖父 の名 に涙
類悶 13 系人博物館を訪問

た

葱
か

巌
時
中
に
甜
制
収
容

さ

れ伍翠
な
ど 、

目文
に
関

す

る資料が
展
示
さ
れ
て
い
る 。

大
城
さ
ん
の
母
方
の

臼祖父・

故
比
宅

定吉
さ
ん
は
ハ
ワ
イ
に
移

住
後 、

第2
次

大戟中
に

欧州
戦

線
に

派遣さ
れ
た
米
軍

部隊
に
所

属
し
て
い
た 。

向
館
の
デ
ー

タ
を
調
ぺ
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ 、
す
ぐ
に
与
那
原
町

出
身
の
定
吉
さ
ん
の
記
録
が
残
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た 。
さ
ら

I
. 

n,-•
フ
ォ
ー・

フ
ロ
ー

ク・
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト」
に
刻
ま
れ
た
日
祖

父
の
名

前
を
指
差
す
大
城
里
紹
さ
ん
11
ロ
サ
ン

セ
ル
ス
市
リ
ト
ル
ト
ー

キ
ョ
ー

地
区

•.•••••••••••••••••••••••••••••••••••...••..•
 

に
近
隣
に

あ全弓示人
兵
士

の碑

「
ゴ
ー・

フ
ォ
ー・

プ
ロ
ー

ク・
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト」

で｛

晉
さ
ん
の
名
前

篇

認す
る
こ
と
が
で
き
た 。

「

覇斧

従
軍
し
て
い
た
こ

と
は
聞
い
て
い
た
が 、
ど
こ
の
隊

に
所
匹
し
て
い
た
の
か 、
ど
う
い

う状

況
っ
た
の
か 、
詳
し
い
こ

とは全
く
知
ら
な
か
っ
た」
と
い

う大
城
さ
ん

c

戦
後 、
ハ
ワ
イ
か

品
縄
に
引
き
揚
げ
た
定
吉
さ
ん

に
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
が 、

径民

や
戦
争
の
話
は
し
な
か
っ
た 。
実

牒
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

で
名

前吝日

に
し

た時
は 、

感動
の
あ
ま
り
涙

が
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う 。

「

眉
父
の

部隊
が
ど
の
よ
う

な
慟
き
を
し
た
の
か 、
こ
れ

をき

っ
か
け
に

勉造し
て
い
き
た
い 。

家族
の
胆
史
の一

端を学
ぷ
こ
と

が
で
き
て

感甜
し
て
い
る」

と話

し
た 。
将
来

は教員
に
な
り 、
ウ

チ
ナ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の

活動
の

窓
表
を
子
ど
も
た
ち
に

伝え
た
い

と
意

雰込
ん
だ 。

沖縄タイムス社 提供
平 成 30 年 1 1 月1 2日（月）

米国 で ウ チ ナ ー グチ学ふ
学生 ら 北米県人会 と 交流． 

沖縄タイ ムス 25 面

米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

ゞ

n
軍ヽ

ン

み．
9
i、一

t

)
 

r
 

え
て

きた」
と
詣っ
た 。
そ

の後 、

盤
あ
い
あ
い
の

笈囲
気
の
中 、

各
自
が
ウ
チ
ナ
ー

グ
チ
で
自

己3

【

i
米
ロ
サ

介し
た。

ン
ゼ
ル
ス
で
こ
の
ほ

ど研
ぽ

した

訪
米
し

た学生
の
ウ
チ
ナ
ー

グ

品

県の

滉秤

墨菜
ッ
ト
ワ
ー

チ
に
つ
い
て
比

専さ

んは
「
沖
這

i
の一

行2
人
は 、
北

で
は

翠説
に

話し
た
こ

とが
ない

米

沖鵠県人
会
と
の

交流

を持
っ

子
が
ほ
と
ん
ど
だ

と思つ 。
沖
g

た 。
ガ
ー

デ
ナ
市

の北
米
沖

縄県

の
こ

とを
聞
か
れ
た
時
に
『
分
が

人
会
館
で
の
ウ
チ
ナ
ト

グ
チ

講座

らな
い』

では
な
く 、

段江
な
ご

笠はもそ
の＿
つ 。

請座は比

とか
ら
で

も中」四
の

歴史
や
弓丘

9
ん
の

主宰
で 、
月
に
1

に
つ
い
て

勉恒し
て
ほ
し
い 。
紐

国
か
れ
て
い
る。
こ

のn
は 、

強を始め
た
ら 、

昂後ま
で
統けー

乏

藷煮2
人
と一
行

のホ
ス
ト
フ

る
こ
とが

g要j
と
話
し
た ヘ・

ァ
ミ
リ
ー

も

集ま
っ
た 。

一

行は某人今
面
で
ポ
ラ
ン
テ

比

嘉さ
ん
は
普

器向

高灰を卒
ィ
ア

活動
に
も

乞加 。
会

館内
の

業
し
て

渡米
し 、

団年
に
な

ると

掃除
や

図畜室
で
の
吉
籍
芸
嗅

紐
明 。
「
こ
の
謂
座
は
16
年
目
を

デ
ー

タ
入
力

作業
に
携
わ
り
汗
を

迎
え
た。
言
葉
だ
け
で
な
＜ 、
琉

流した 。
会

員に
巨

し出

しも
し

球

の文
化
や

匝史に
つ
い
て

も教

て
い
る
図
毎

室に

は沖況閲速
の

4 • - -- -· 

1凶沖縄県人会でウチナーグチ鱈匹を体隕 した沖虞の字生ら＝
米ーデナ市 ・ 北米沖縄束人会に

感 し や し こ バ シ 代 取 菜 ソ ィ る 要

鯰 農 し芦 叫 ラ の リ ア ° 大

に 引 梵 ？ 正 叢 為 、 穿 遭 叶月 8 溢鱈埒"
S 夕 し ん

つ え 同 、 イ 当 が つ 5
l 藉

＂叶且員胃i99悟 届 尉 紅 老 う 戸 咋 叩 鱈
沖縄タイムス社 提供
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編集後記

沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 主事 石橋亜紀子

平 成 30 年度海邦養秀ネットワ ーク構築事 業 は 、 誰もが一 度 は行ってみたいと思う憧れの地、 アメ リ カ 合

衆国カリフォルニア州へ 1 0 名 の学生を派遺しました。 現地で は、 20 1 9 年に設立 1 1 0 周 年を迎える 北米沖縄

県人会 (OAA) にお世話になりながら、 通常の 旅行で味わうことのできない経験をさせていただきました。

参加者は事前研修で決 めた「家 族になる」をモットーに、 積極的に県人会の方と交流を深め ま した。 年齢

も学校もバラバラな 1 0 名 ですが、 共通して「度胸 ！ 」 「積極性 ！ 」 「思ったら即行動 ！ 」 という素質を持ってい

ました。 そして、 これらの素質が今 回 の プロ グラム と見事にマッチ したと思います。 メジャー リ ーグ観戦で元

気にカ チャーシーを踊 り 、 観客席を盛 りあげる 場面もあれば、 真剣な眼差 しで完璧な英語でなくても、 堂 々 ·i 
と OAA の 若者とディスガソションをする場面もありま した。 引 率者にも、 彼らの OAA と沖縄 の 架 け橋になろう

という強い 気持ち が伝わってきました。

当 初 OAA の方は、 日 本人学生が来るということで、 恥ずかしがり屋で消極的、 自 分 の意見が言えな い と

い う イ メージを抱いていたようす。 しかし、 この ような参加者の熱心な姿にとて も感心し、 ホー ム ス テ イ後に

「とても素晴らしい企画でした。 OAA にとっても 良い刺激とな り 、 設立 1 1 0 周 年に向け機運が高ま り ま した 。 」

と言っていただきました。

しかし、 カ リ フォルニアでのたくさんの思い 出 は 、 楽しい事ばか り で はなかったようです。 若者交流会 で は 、

遠く離れたアメ リカで、 OAA の若者が沖縄を発信 してい るにも か かわら ず 、 沖縄に住 む 自 分たち は沖縄に

ついて何も知 らないと思ったようです。 海外にい るウチナーンチュに沖縄 の伝統 · 文 化の継承を任 せ て しま

っている と感じた学生は、 交流会後に「とても恥ずかしく、 悔しい思いをした。 」 と言っていました。

海外から沖縄、 そして 自 分 自 身を見つ め 、 足 り ないものに気付いた参加者は 、 報告書の活動報告にある

ように、 様 々 な活動を実施しています。 また、 OAA の若者とは定期的に連絡を取 り 、 来沖した際は一 緒に遊

んでいるようで、 再会 したときには私たちにも報告の連絡があります。 現地で感じたウチナーネットワ ークヘ ●
‘ 

の思いを一 過性にしないために、 小さくても 自 分 ができることか ら 取 り 組む参加者 の 姿 に は 、 沖縄の 明 るい

未来が期待できる と思います。

プロ グ ラ ム を 通 し 、 参 加 者 が 次 世 代 の 沖 縄 を担 う 人 材 と し て 大 き く 成 長す る こ と ができ た の も 、 多 く の

方 々 のご協力 · ご尽 力 あってこそでした。 神谷エドワ ー ド会長を始 め とする 北米沖縄県人会会員 の 皆 様 に

は 、 参加者にとって第二の 故郷を作っていただきました。 そして、 保 護者や担任 の 先 生 の 皆様 に は 、 現地で

参加者が更 新 していた海邦養秀ネットワ ーク構築事業 Facebook の記事に常に「いいね ！ 」を押してくださる

ことで、 遠い沖縄か ら温かい声援を感じることができました。 本 当 にあ り がとうございました。

参加者のみなさん。 事前研修で約 束した と お り 、 メンバーそして県人会の皆様 と「本物の 家 族 」になること

ができま したね。 次 の 目 標 は 「継続」 です。 これからも今 回 築いたウ チナーネッ ト ワ ー クが継承される よ う 、

様 々 な分野でのみなさんの活躍を期待しています。
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沖縄県文化観光スポーツ部交流推進課 嘱託員 小野英美

アメリカで育ち 、 長 年北米沖縄県人会で活動していた身 として、 私の大好きな故郷のカリフォルニアで参加者

たち が成長していく姿を見られたの はとても感動しました。 中には応 募する前まで は沖縄の移民史や県人会に

ついて知らない参加者もいましたが、 研修中 は全員熱心に学び、 研修後の 報告会では 自 分から世界のウチナ
ーンチュにつ いて発信していく前向きな姿勢に感心しました。

事前学 習の英語講座担当としてあえて「英語力 」よりも「知っている英語を恐れず使う事」に焦 点を当てていま

したが、 や はり出発前に不安なところはありました。 ですが全員が初日の ウェルカムパーティーから積極的にコミ

ュニケーションを取っている姿を見て 、 彼らは問題なく一週間を過ごせると感 じました。

カリフォルニアの ウチナーンチュの 特徴といえるの は 、 様々 なバックグラ ウンドだと思います。 もともとは沖縄

からハワ イヘ移民した方とその 子 弟、 アメリカ 人との結婚を機に移住 してきた方、 仕事や勉強のために渡米した

方、 また、 沖縄にルーツはない けど「心はウチナーンチュ」の方。 いろんな形でウチナーネットワ ークの 一員であ

る方たちの沖縄への想いを直接聞くことができたの は学生たちの大切な財産になると思います。

また、 参加者とともに北米沖縄県人会と再度交流する事で改めて私 自 身の海外のウチナーンチュとしての想

いを見つめ直す機会となりました。 現在 は沖縄に‘'里帰り＂ している私ですが、 沖縄でもカリフォルニアでも 「帰る

場所」があると感じるの は県人会のコミュニティで育まれた沖縄への尊敬と誇りの おかげです。

参加者たちが帰国後もカリフォルニアで出会った人たち やお世話になった家族と連絡を取り続 ける事でまた少

しウチナーネットワ ークが広がり、 今後世界と沖縄を繋 げる架 け橋として活躍する人材になることを願います。

最後に、 アメリカ のウ チナーンチュに興味を持ってくれた参加者、 支えて くれた保護者の皆様、 そして沖縄のう

とういむちの心で受け入れて下さった北米沖縄県人会の皆様に感謝します。

“ ”  Thank you everyone for welcoming all of us -home"! 
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株式会社 国際旅行社 玉城 槙也／新里聡

世界で活躍するウチナーンチュ。 これからの沖縄を担っていく沖縄に住むウチナーンチュ。

本事業を通 して参加者が 自 発 的に考え行動し、世界にいるウチナーンチュとの繋がりを深め、ネットワ ーク構築

を広げるきっかけになるよう事業 運営を目 指しプログラムがスタートしました。 大学生 3 名 、専門学生 2 名 、高校

生 5 名 、合計 1 0 名の参加者は、これまでに様 々な交流プログラムヘ率先 して参加している学生や、沖縄文化歴

史を学んでいる学生、この事業を機に学び始める学生など、各 々 1 0 名 が本事業へ意欲や 目 的、夢を持って参加

をしてくれました。

事前研修を通 して初めの頃は少し緊張しながらも、徐 々に打ち 解けあい、家族のように仲 良くなることのできる ·i 
コミュニケーションカ 。 また、深く学ぶことが初めて であろう移民の歴史や文化、背景について積極 的に質 問や発

言をし、学びを吸収する態度や姿勢。 参加者達の一 人ひとりの行動がや る 気 ・ 意欲に満ち溢れており、本事業を

通して 更なる学びや 繋がりを得る であろうと確信しました。

本研修では北米沖縄県人 会の皆様が、ーから受け入れ日程の調整をして いただき、ロサンゼルス到着から帰

国までの間 、ウチナーンチュの心を感 じさせ るおもてなしでとても暖かく迎え入れて頂き、大変貴重な経験をさせ

て頂きました。 特に「二世ウィークパレード」への参加は参加者たちにとって 一 生に一 度の経験となり、沖縄の誇

りを改めて感じる機会となりました。 また、現地若者との交流会 では、沖縄への思いを共有し、言葉はうまく伝わ

らなくとも、心で繋がることのできる友情が生まれたと感じております。

派遣中最後のプログラムである 「Farewell Party」 での学生参加者一人 ひとりの挨拶では、ほとんどの参加者が

感極まり、涙を流す場面が見受けられ、参加者連にとっていかに研修が充実 したものだったのか、絆を深める こ

とが出 来たかを感じさせられ、私 自 身もとても 目 頭が熱くなりました。 また、その後にこちらからの 出 し 物 「 国 道

508 号 線 」 「カチャーシー」では北米沖縄県人 会の皆様も参加していただき、全体の心が一体となった場になりま

した。 ●‘ 

参加者連 は帰 国 してからも、カ リフォルニアで繋がったウチナーンチュとコンタクトを取り続 けたり、 自 ら沖縄を

発信できるように伝統芸 能 ・ 伝統文 化を学び始めたりと各 々が思いや 成果を持ち 帰り、ウ チナーネットワ ークを

広げております。 今後も参加者たちが得た繋がりがより大きく、より深く、より広くなることを祈っております。

最後になりましたが、今 回本事業 への参加者を受け入れて下さった北米沖縄県人会の皆様 、ホストファミリー

の皆様、事前研修、事後研修でお世話になった講師の皆様、OBOG の皆様、参加者の皆様、参加者を支えて頂

いたご父母の皆様及び本事業で出逢ったすぺての方々 へ感謝 申 し上げます。
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今回事前研修で心がけたこ とは、 参加者が主体 的に研修に取り組む姿勢を作 ることでした。派遣先でも参加

者同士で協 力 し 、 個人的には積極的に活動出来るように 、 ということを大切に事前研修の内 容を考えました。

今年のメンバーは一 人 一 人が 自 分の個 性を十分に理解 しており、 研修初 日からそのユニークな個性のおかげ

でまわりの大人をドキドキさせ てくれました。チームビルディング、 チームミーティング、 移民学習、 沖縄の歴 史と

移 民 、 英語学習などを通 して、 参加者の距離がだんだん近くなり、 自 分たちで決めたルー ルや 「家族のようなチ， ームになりたい 」という思いが、 カリフォルニアヘ出 発する前には一つになれたように思います。

そして、 それは派遣先のカリフォルニアでさらに強い絆となり、 帰国後は本 当の家 族のようになっていました。

帰国後の彼らと再会 した時には大きく成長した姿を見せてくれて、 この研修に関われたことを改めてり喜しく思いま

した。

この研修には北米沖縄県人会の皆さまをはじめ、 事前研修の講師の方、 OB · OGの皆さん、 県内在住の 日 系

の方々 、 そして元ウチナーンチュ子 弟等留学生（県費 留学生） などたくさんの方 々が関わってくれました。そして

保護者の皆さまのご協 力もありました。本当 に有り難うございました。そのたくさんの方 々が関わってくれた事へ

感謝の気持ちを忘れずに 参加者同 士 、 そして派遣先で出会った人たち との繋がりを、 この先ずっと大切にして

欲しいです。そして更なるネットワ ークを築いていってもらいたいです。選ばれし1 0名の学生の皆さん、 今後の活

躍を期待しています。もちろん、 これからも変わらず応援 し続けます ！ ちばりよ～ ！ ！ 
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